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* 基き 雷 吾 ガ ン ヴォ ルト 」 オ フィ シャ ル T シ ャ ツ 


*「 番 き 雷 替 ガン ヴォ ルト | オフィシャル T シ ャ ツ MORPHO SUPER LIVE 2016 


* フ ァ ン ディ スク | 蒼き 雷 土 ガ ン ヴォ ルト 平穏 へ の 憧 慢 」 


ディ スク 「 蒼 き 雷 直 ガ ン ヴ ォ 


ルト 平 種 へ の 恒 憎 」 挿絵 


スク 「 益 き 雷 霊 ガ ン ヴォ ルト 平穏 へ の 憧 人 」 挿絵 2 


捧 絵 2 


を ファ ン デ ィ ス ク 「 益 き 雷 胃 ガ ン ヴ ォ ル ト 意 情 な る 王国 Lazy Kingdom」 挿絵 


* フ ァ ン ディ スク 「 益 き 雷 畳 ガン ヴォ ルト 爪 楽園 狂騒 曲 ] 挿絵 


ARMED BLUE : 5UNVOHT OFFICIAL COMPLEIE WORKS 


ARMED BLUE : bUNVULI 


雲 ガ ン ヴォ ルト 多 多 ク 多 多 


着き 雷 土 ガン ヴォ ルト | の 主要 キャ ラク ター の プロ フィ ー ル を イラ スト と 合わ せ て 掲載 
さら に 、 開 発 秘 蔵 の キャ ラク ター デザ イン 案 & 設 定 貴 料 も 大 量 に 公開 ! 


人 類 の 中 に "第 七 波動 "と 呼ば れる 特殊 能力 を 持つ 者 が 現れ 始め た 近 未 来 。 


当初 は 大 き な 混 乱 を も た ら す と 思わ れ て いた 能力 者 の 出現 だ っ た が 、 
巨大 複合 企業 * 提 神 グ ルー プ " の 統制 に より 、 国 内 で は 安定 し た 秩序 が 保 た れ て いた 。 


し か し 、 皇 神 の も た らし た 平和 と は 、 能 力 者 た ちの 犠牲 に よっ て 成り 立つ も の だ っ た 
"能力 者 の 保護 "を 名 目 と し た 強制 収容 

* 研 究 " の 過程 で 行わ れる 非 人 道 的 な 人 体 実 験 一 一 

それ ら の 行い は すべ て 、 皇 神 グ ルー プ に よっ て 妨 妙 に 隠ぺい され て いた が 、 
その 中 で いち 早く 真実 に 気付 き 、 皇 神 に 抵抗 を 始め た 組織 が あっ た 

私 設 武装 組織 * フ ェ ザ ー" 


それ は 、 海 外 の 能力 者 に よる 人 権 団体 が 母体 と な り 結成 され た 、 反 皇 神 を 掲げ カレ ジス タン スグ ルー プ で ある 


主人 公 “ ガ ン ヴ ォ ル ト " も また 、 フ ェ ザ ー の 能力 者 だ っ た 
彼 の も と に 皇 神 の バー チャ ル ア イ ドル * 電 子 精 モ ルフ ォ " の 抹殺 命令 が 下っ た こと か ら 、 物 語 は 動き 始め る 


上 用 語 解 説 


衣 ゲー ム 内 イラ スト 


3B め 着き 雷 吾 ガ ン ヴォ ルト ARMED BLUE : GUNVOLT 


子 の 上 陣 精 モル フォ "の 抹殺 任務 を 遂行 すべ く 、 輸 送 車両 に 優 入 し た ガ 
ン ヴ ォ ルト 

彼 は 、 そ こ で モル フォ の 正体 が 囚われ の 少女 ・ シ アン の 第 波動 だ っ た 
こと を 知る 

自分 を 殺し て ほし いと 有事 願 する シア ン に 、 か つて の 自分 を 重ね た ガン 
ヴォ ルト は 、 栽 害 を 命じ た チー ムリ ー ダ ー の アシ モ フ に 逆らい 、 彼 女 を 
又 う こと を 宣言 

その 決意 を 重く 見 た アシ モ フ は 、 彼 が フェ ザー か ら 脱 退 する こと を 容認 
し 、 一 般 市 民 と な っ た ガン ヴォ ルト た ち を その 場 か ら 部 脱 さ せ た 


電子 の 主 精 抹殺 ミッ ショ ン か ら 半 年 後 

フリ ー の 備 兵 と な っ た ガン ヴォ ルト は フェ ザー か ら の 依頼 を 受 ( 
シア ン と と も に 普通 の 中 学生 と し て の 幸せ な 日 常 を 過ごし て いた 
だ が 、 運 命 は 彼 に 数 奇 な 出会い を も た ら す 」 

その 日 、 フ ェ ザ ー か ら の 繋 急 入 電 を 受け た ガン ヴォ ルト は 、 幻 惑 を 使う 
能力 者 ・ パ ン テ ー ラ を 倒し た 謎 の 少年 と 聞 授 

自ら を "アキ ュ ラ "と 名 乗っ た 少年 は 、 すべて の 能力 者 た ち を 断罪 する "人 
間 " と し て ガン ヴォ ルト に も 襲い か か る 

それ は 、 能 力 者 と 無能 力 者 , 

2 つの 人 類 の 運命 を 背負 う 少年 た ちの 最初 の 出会い で も あっ た 


アキ ュ ラ の 策 感 を 退け た ガン ヴォ ルト だ 
か っ た 

か つて 倒し た は ず の 能力 者 ・ メ ラク の 醒 撃 

シア ン を 連れ 去ら れ て し まっ た ガン ヴォ ルト は 、 人 皇 神 の 能力 者 た ち を 統 
括 し て いた "紫電 * と 呼ば れる 男 の 存在 を 知る 

紫電 の 目的 は 衛星 軌道 上 か ら モ ルフ ォ の 歌 を 拡 敵 し 、 そ の 歌 で 世界 中 の 
能力 者 を 管理 する こと 

その た め に 、 シ アン の 能力 が 必要 だ っ た 

ディ ー ヴ ァ プ ロジ ェクト "と 呼ば れる 狂気 の 計画 を 止め 、 大 切な 少女 を 
数 い 出す 

い 決意 を 胸 に 、 ガ ン ヴ ォ オルト は 衛星 失点 "アメ ノウ キハ シ " を 目指 す 


が 、 彼 の 平 種 は 長く 続か な 


立ち は だ か る 障害 を 乗り 越え 、 シ アン の 力 を 取り 込ん だ 紫電 を も 退け た 
ガン ヴォ ルト は 、 つ い に シ アン を 救い 出す こと に 成功 し た 

だ が 、 衛 星 軌 道 か ら の 脱出 を 図る ふた り の 前 に 、 か つ 

思 人 で も ある アシ モ フ が 次 を 現す 

紫電 が 倒さ れる 機会 を うか が っ て いた と 告げ る アシ モ フ 

彼 も また 、 シ アン の 能力 を 求め る 者 だ っ た 

皇 神 の 衛星 操 点 と シア ン の 訓 

それ に 、 ガ ン ヴ ォ ル ト の 能力 を 合わ せ て 無能 力 者 た ち を 一 掃 す る 

悪 る べき 野望 の 実現 を 語り 、 り に 協力 を 持ち か ける アシ モ フ だ っ た 
が 交渉 は 決 表 

失望 し た アシ モ フ は 、 彼 ら に 銃 を 突き つけ る 

それ は 、 ア キュ ラ か ら 奉 っ た "第 七 流動 を 阻害 する 効果 を 持つ "特殊 な 吉 
だ っ た 


凶 弾 に 個 れ る ガン ヴォ ルト と シア ン 

ガン ヴォ ルト は シア ン か ら も ら っ た "手作り の ペン ダン ト *" に よっ て 一 命 
を と り と め る も の の 、 そ の 命 は 風 前 の 和 灯 だ っ た 

彼 を 死な せる わけ に は いか な い 」 

肉体 を 失っ て モル フォ と な っ た シア ン は 、 死 に ゆく 少年 を 救う た め に 最 
後 の 力 を 振り 絞り 、 ガ ン ヴ ォ ル ト の 意志 と 一 体 化 する 
絶叫 する 少年 を 残し 、 シ アン の 亡骸 は 光 と な っ て 消滅 し た 
彼女 の 信 を 討つ た め 、 ガ ン ヴ ォ ル ト は 最後 の 決戦 に 臨む 

そし て 、 ガ ン ヴ ォ ル ト と 再び 対 時 す る アシ モ フ 

彼 は 、 自 身 が * プ ロジ ェクト ・ ガ ン ヴ ォ ル ト " に よっ て 生み 出さ れ た " 著 
き 筆 墨 "の 能力 者 で ある こと を 明か す . 

『 り 合う 2 つの " 著 き 雷 雷 


同じ 能力 者 同士 の 戦い に 勝利 し た の は 、 ガ ン ヴ ォ ル ト だ っ た 
人 類 の 未来 を ガン ヴォ ルト に 託し 、 息 を 引き 取る アシ モ フ 
て 、 長 い 戦い は 終わ り を 告げ た 
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“蒼き 雷 委 "7 


ガン ヴォ ルト (GV) CY: 生 用 界 人 


本 名 は GV 自 身 が 語り ながら な いた め 不 EBIBNER ビ HMMENT 
ゲッ ト と 索 と いう 盾 

に ヶ の 第 上 波動 能力 者 た 
kH っ 
任 大 齢 # 般 的 な 邊 店 
革 吊 大 
納 f を 押し 通 
攻 7 の 
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EBIBNER 呈 EHMMENT 


の 方 々 が 大 量 に ネタ 出し を され 


中 案 の 1 つ を は ます 。 ある 種 の 神秘 性 や モル フ お きた 
部 分 だ け 色 の 違う 診 覚 の よ の 毛 を 追加 し まし た 。 モ ルフ ォ は この ゲ ある 「 歌 
の 部 分 を 担う 重要 な 存在 を の で 、 デ ザイ な 錯 褒 を 重ね て いま す ! 


する ゲー ム 上 の 役割 は 初期 か ら 
状況 が 数 カ月 続き まし た 。 そ ん な 中 

が 固まっ た の を 覧 えて いま す 。 蝶 は 複 活 や 坦 
す 。 また 


ザイ ン 作業 が 進ま な い 
前 が 決ま っ て か ら は 、「 殺 モ チー フ の 歌 」 と し て 一 気 に イ 
倒 税 な の で 、 ゲ ー ム 中 の 役割 に も ビッ タリ と ハマ っ た わけ で 
る と いう 面 も あり ます (向山 病 ) 
を ペー ス に 、 個 山 さん の ほう で 調整 し て も 
去 出 し 作業 の 足し に な れ ば と 思い 、 便 の ほう で 
が 明確 に な っ た あたり で さら に 別 素 を いく つか 出 
ン と の 枯 開 し な が ら 、 最 終 的 に は だ いぶ シン プル な 
(系 弘 ) 


lewee  ] 


* FACEWINDOW 


ジン アン CV: 櫻 川 めぐ 


本 作 の と ロイ ン で ある 13 歳 の 少女 
届 神 の 実験 に より 作ら た 人 工 の 第 流動 能力 者 で 、 委 神 で 
第 七 流 動 て 他 の 能力 者 の 第 七 破 動 に 共鳴 し 
効 少 より 健 神 グ の 研究 施設 で 、 実 験 体 と し て 此 B 


GV ま 暮らし 引 め て か ら は 学校 に 通う まう に な り 、 友 人 


生ま れる 以前 か ら 第 上 流動 放 


高め る 


純 枠 で 大 人 性格 だ が 、GV に 対し て は 心 を 開 ちり 、 あ 
を 研究 施設 内 で 過 こ た め 、 世 間 に 
彼女 の 生い立ち に 同情 する 一 部 の 畠 神 研 究 者 た ちがい みろ い 


発育 は よく な 運動 も 


程度 


生ま れ て か 
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: 櫻 川 めぐ 


llW-eAMEte 


*DOTPETURE 


議 精 "が 共 現 化し た 存在 


ナー とし て 利用 し て いた 


*FAEEWINDOW 


クス に 大 き ( 影 響 を 受け て いる た め 
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EBIBNER ビ HMMENT 


( 山 閉 抹 ) 


アン プ CV: 当 田 将司 


iVE 賠 じ " 間 


チー ムシ ー プ ブス の ダー 兼 才 撃 考 


見 せ た こ 


サン ダラ ス が な けれ ば 自身 の 能力 を 制御 す 


切り 指 あわ せ 持 


lewee。。  」 


* FACEWINDOW 


EBIBNER ビ HMMENT 


16 上 
第 流動 は 不明 


大 変 な 仲間 相 フェ ザ 


な 存在 
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leeeo 。。=。=。  」 


*FACEWINDOW 


EBIBNER MMENT 


モニ カ は 作 中 谷 少 な い 大 人 の 女性 キャ ラ な の で 、 な る べく 外 
さ な い よう に 尼 重 に デザ イン し まし た 。GV 目 線 か ら 見 て 優 
き と 気丈 さ が 同居 し た 堆 囲 気 て 邦 囲 気 や 表情 


か な り 気 を つけ て いま す 。 実 際 、 会 話 用 顔 グ ラフ 
が 気に入ら な く て 何 度 か 描き 直し た 覚え が あり ます 
主体 で 地味 に な 服 で す が 。、 二 の 肌 を 赤く す 
る こと で 話 の ライ ン が 強調 され 、 遠 目 か ら 見 て も 巨乳 だ と わか 
る デザ イン に な っ て お り ま す ( 呈 山 義 ) 


ニカ 
ー グ で e 只 えみ 


アシ モ フ が 指揮 する チー トム シー プス の オペ レー タ 

+ 珍 な い 無能 力 者 
GV キ / に て は で 、 チ 中 
真面目 で 優秀 だ も あり. よく 何 み 


当 の アシ モ フ が 無能 力 者 で ある 彼女 の こと を どう 思っ て いる か は 不明 
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* DOTPICTURE * FACE WINDOW 


EBIBNER ビ 上 ロ HMMENT 
敵 備 の 親玉 

時 気 を 重視 し まし た 
必 や 能 


IN-6AMEC6 
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EBIBNER 昌 ビ EHMMENT 
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* DOTPICTURE 
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* DOTPICTURE * FACEWINDOW 


EBIBNER ビ HMMENT 


を DOT PICTURE そ FAEE WINDOW 


EBIBNER ビ HMMENT 


年 齢 を 考え る と 許 定 は 少し 無理 


変更 し ま 


( 員 山 義 ) 


057 


* 色 惑う 夢幻 鏡 "( ウ スト ミラ ーシュ 


っ に = 
バン デー ブラ rkm 


NLeAMEte 
*DOTPICTURE 


尾 興 佑 


EBIBNER じ HMMENT 


で 、 す べ て の 要 楽 を GV の 正 反 


対 に する グ に お いて は 時 

府 が メイ ン の GV に 対す る 形 で アキ 自 と 赤 、 身 経 な GV 

和 有 対し て 重義 申 の アキ で す 。 デザ イン モチ 

考え 、 個 人 | ト を 基 た 中 世 コ ヨー ロッ パ の 重 士 で 、 デ カ い 盾 を 
力 因 チサン 共 士 の イ か ら 素 た も の で す 。 ト レ 


ょ 、 も と も と は 十字 マー ク を 
名 杜 で すね 。 墨 っ ぽい キャ ラ が 多 
訓 じ 涼 動 能 方 者 に 引け を 取ら な い 戦闘 能力 を 有 を 


向 が あり せい で 穴 敗 を 引き 起こ すこ と が あ 的 に も お いし い 払 だ と 思い ます 


BB 基き 埋 ガ ン ヴォ ルト AHMED BLUE : GUNVOLT 


用 


着き 電 彗 ガン ヴォ ルト 」 の 作 中 に 登場 する 用 語 を 解 説 。 
また 、 キ ャ ラク ター 紹介 の 補足 と な る 個人 情報 や 、 能力 ・ ス キル の 詳細 に つい て も ここ で 触れ て いる 


| アー ム ド 振 子 


皇 神 に より 開発 され た 戦闘 用 の 椅子 型 マ シン 。 座 
り 心 地 は 快適 。 エ ネル ギー 補給 な し で 数 カカ 月 単位 で 
の 長 時 間 浮遊 が 可能 。 これ は 物 を 浮か ば せる こと が 
で きる 皇 神 の 独占 技術 に よる も の だ が 、 宝 侯 を ど と 
同じ くそ の メカ ニズム に は 不明 瞭 な 点 が 多い 。 メ ラ 
ク の 第 二流 動 謎 因子 が 組み 込ま れ て お り 、 彼 が 念じ 
る だ け で 自分 の 手足 の よう に 動か すこ と が で きる 
が 、 変 身 状態 で な いと 使用 で すき な いよ う セ ー フ プティ 
が か か っ て いる 。 茂 閉 ほ "イス パン チ パ イス ミサ イ 
り スレ ー ザ ー( レ イジ ー レ ー ザ ー)"。 メラ ク 専 
用 マシ ン の た め 、 各 臣 鞭 の 名 称 は 使用 者 で ある メラ 
ク に 一 任 さ れ て いた が 、 ど う や ら か な り 達 当 に つけ 
た よう だ 


| 革 き 男 二 [アー ム ド ブル ー】 


世界 で 最初 に 発見 され た 第 七 波動 。 体 内 より 電気 
を 発生 させ る 放電 能力 と 、 そ の も と と な る 電子 を 微 
細 に コン トロ ー ル で きる 能力 を 総称 し た も の 。“ 益 
き 雷 直 " は 直接 的 な 攻撃 性 能 以外 に も 、 能 力 者 の 生 
体 電 流 を 活性 化す る こと で 身体 能力 を 著しく 高め る 
こと が で きる 。 さ ら に 、 体 表面 を 薄い 電磁 場 の 膜 
(フィ ー ル ド ) で 種 う こと で あら ゆる 衝撃 か ら 身 を 補 
る バリ ア * 雷 撃 " と し て の 役割 を 果たす こと や 、 電 
子 機器 を 外部 か ら 制御 (ハッ ク ) す る な ど 、 さ ま ざ ま 
を 場面 に 応用 で きる 力 を 秘め て いる と いわ れ て い 


パン テー ラ が 愛す る 概念 。 彼 が * 自 "と 定め る 範囲 
は あま り に 広 す ぎ て 、 一 般 的 に 語ら れる " 愛 " と は 何 
か が 違う 気 が し て な ら な 愛 。 


有 | アキュ ラ 


只 P.060 参 昭 


アキュ ラ の 人 


皇 神 未来 技術 研究 所 に 勤め て いた 研究 者 で 、 現 在 
の 第 七 渡 動 研究 の 基礎 を 繁 いた 人 物 。 能 力 者 の 危険 
性 を 座 よ り も 危 慣 し て いた が 、 当 時 皇 神 に 囚われ ぞ て 
いた アシ モ フ が 起こ し た 事故 に よっ て 死亡 。 事 故に 
つい て は 皇 神 上 層 部 に よっ て 隠蔽 され た た め 、 ア 
キュ ラ は 父 の 訴え を 認め な い 上 層 部 に よっ て 殺さ れ 
た と 思い 込ん で いる 


アシ モッ 


ゆ P.042 参 照 


| アシモフ の 過去 昌 証 


も と も と は 国外 で 育っ た 預 児 だ っ た が 、 日 本 へ 不 
法 入国 し た と ころ を 皇 神 の ハン ター に 囚われ た 
モ フ 。^ 半 き 雷 霊 "の 適合 が 認め られ た た め プ ロジ ェ 


クト ・ ガ ン ヴ ォ ル ト の 実験 体 と な る も 、 能 力 を 制御 
で き な か っ た た め 和 失敗 作 と し て 扱わ れる 。 そ の 後 
モル モッ ト と し て さま ざま な 実験 を 受け た こと が 無 
能力 者 た ち へ の 憎しみ を 募ら せる 結果 と な る の だ っ 
た 。 実験 の 未 に 彼 の 能力 は 暴走 し 、 研 究 所 は 焼失 
その どさくさ に まき れ ア シモ フ は 研究 所 を 脱走 。 ど 
うに か 国外 へ 逃亡 し た の ち 、 と ある 団体 へ に 入り 込 
み フ ェ ザ ー 設 立 に 尽力 し た 。 当時 の 性 神 で の 識別 名 
は タケ フツ 


| アシ モ フ の サン グラ ス 


能力 を 制御 する た め の 安全 装 置 。GV の コン タク 
トレ ンズ と 同系 統 の 装備 で は ある が 、 第 七 波動 を 高 
め る た め に 使用 する GV と 店 い 、 ア シモ フ は 己 の 第 
七 波動 を 封印 する た め に 使用 し て いる 。 こ の サン グ 
ラス の 効 果 と 、「 他 者 の 弟 七 波動 に 関し て は 訟 案 し 
な い ] と いう フェ ザー 内 の 気風 も あり 、 彼 の 第 二流 
動 は フェ ザー 内 で も 一 部 の 人 間 に し か 知ら れ て いな 
し 


| 生生 内 殖 [ ア ン リ ミ テッ ドア ニム ス 】 


キュ ラ だ けが 成し遂げ た 年 新 的 発明 な の だ が 、 他 人 
を 信じ な い ア キュ ラ に 技術 情報 を 開示 する つも り は 
な いよ うだ 。 ア シモ フ と の 戦闘 時 に 大 破 。 


須 火 [ エ クス プロ ー ジ ョ ン 】 


勢 エ ネル ギー を 操 る デイ トナ の 第 七 波動 。 変 身 前 
の デイ トナ は た だ の 款 球 を 発生 させ る だ け の 能力 
だ っ た が 、 宝 創 の サポ ー ト を 受け る こと に より 、 膨 
大 な 熱 エ ネル ギー を 球形 に 圧縮 し 、 着 荘 し た 朋 間 に 
爆発 敵 焼 させ る "アン グリ ー ボ ポム "や 、 足 周り の 空気 
を 多 焼 させ 笑 を まとっ た 状態 で の 誰 撃 " > 
ドロ ッ プ "、 空 気 の 逢 を 変化 させ る こと ト 
流 を 操作 し て 小 規模 な 空気 の 足場 を 形成 し 、 そ れ を 
躍る こと で 空中 で の 動作 を 変化 させ る "フェ イン ト 
アサ ルト "な どの 応用 技 が 可能 と な っ た 。 


世 ど 。 


*P.048 参 昭 


エリーゼ の 第 一 人 格 


魂 を 操り 生物 を 復活 させ る エリ ー ゼ セ の 第 七 波動 
た だ し 、 複 活 さ せ た 者 は ゾン ピ ビ に な っ て し まう 。 宝 
剣 に よる 変身 後 は 能力 が 強化 され 、 特 殊 な 光 を 直視 
し た 相手 を 仮死 状態 に させ る 技 * ジ ェ ラ シッ ク ゴ ル 
ゴン "な どの 使用 が 可能 に な っ で いる ほか 、 エ リー 
セ の 第 二 人 格 に 至っ て は ゾン ピ 化 し な い 完 全 な 蘇生 
が 可能 に な っ て いる 


且 59i4r*39 


能力 者 で ある こと と 、 引 っ 込み 思案 な 性 格 が 災い 
し 、 同 世代 の 女の子 た ちか ら イ ジ メ を 受け て いた エ 
リー ゼ 。 心 の 奥底 で は 平穏 に 過ごす 人 た ち に 対し 
尋 め いた 感情 を 渦巻 か せ て いる が 、 気 弱 な 性 分 も 
あっ て 表 に 出す こと は 少な か っ た 。 と ころ が 、 皇 神 
の 研究 の 結果 、 心 の 奥底 に 眠っ て いた 鐵 如 の 情念 が 
王 に 出 て くる よう に な っ て し まっ た 


ビリ ー セ の 第 人格 


フェ ザー か ら 支 給 さ れ て いる 対戦 車 用 レー ル ラ イ 
フル で 、 正 式 名 称 は "Electromagnetic. Anti. Tank 
Rife."。GV に 支給 され て いる ダー トリ ー ダ ー と は 共 
通 規格 の 兄弟 銃 。 有 効 射程 5000m、 秒 速 7km で 撃 
ち 出 され る 弾丸 は 対象 を 確実 に "捕食 "する 。 趣 長 距 
離 狙撃 を 行う 場合 、 寺 密 な 計算 な ど 使 用 者 に 高度 な 
スキ ル が 必要 と され る 。 対 人 武器 で は な いた め GV 
と の 戦闘 時 に は 未 使用 


EE 


*P.054 人 参照 


用 四 [イワ ト ォ オシ] 


カレ ラ の 持つ 宝剣 。 も と は 武蔵 坊 弁 塵 が 使っ た と 
され る 芋 刀 


| エク スキ ァ 


アキ ュ ラ が 擬似 第 七 流動 能力 を 使用 する 
発し た 半 型 の 装備 。 攻 撃 時 に は 導 弓 の よう な 形状 に 
変形 する 。 カートリッジ を 差し 替え る こと で 各種 第 
七 波動 を 再現 し た さま ざま な 能力 を 使用 で きる が 
オリ ジ ナ ル の 能力 より も 性 能 は 落ち る 。 こ の 「 誰 に 
で も 援 う こと の で きる 第 七 流動 ] は 現状 世界 で も ア 


本 来 は 皇 神 に 従順 な 人 格 と な る は ず だ っ た が 、 エ 
リー ゼ の 心 の 間 を 受け た の か 、 凶 暴 な 別人 格 
と し て 発現 。 暴 走 し 、 多 く の 研究 員 を ゾン ビ へ と 変 
えた 。 (第 七 波動 は 使用 者 の 精神 状態 に も 強く 影響 
を 受け る た め 、 第 七 波動 を 暴走 、 あ る い は 消失 させ 
ず に 洗脳 を 行う の は 極め て 難し い )。 そ の 結果 、 深 
層 意 識 の 奥底 に 封じ 込め られ る こと と な っ た が 、 第 
波動 の 力 は 3 つの 人 格 の 中 で 最も 高い 。 無 限 の 生 
命 力 に より 、 通 常 の 攻撃 で は 彼女 を 傷つけ る こと す 
ら で き な い 。 と き お り 戦 闘 を 遊び に 例え る の は 、 友 
人 と 遊ぶ こと の な か っ た 彼女 な り の 発電 な の か も し 
れ を ない 


| リーゼ の 第 三 人 格 


第 二 人 格 の 発現 後に 再度 作り 出し た 人 格 だ が 、 結 
果 は 失敗 。 さ ら に 人 格 が 分 裂 し 、 好 戦 的 か つ 高圧 的 
な 人 格 と な っ て し まっ た 。 そ れ は エリ ー ゼ が 足 み 
ん だ いじ め っ 子 へ の 憧 慢 が どこ か に あっ た の か も し 
れ な い 。 彼女 に より 残っ た 研究 員 は ゾン ビ へ と 変え 
られ 、 皇 神 の 研究 施設 は 壊 減 す る こと に な る 。 


時 ーー エン ダー 


鏡 を 利用 し 、 性 別 を 入れ 替え る 夢幻 鏡 の スキ ル . 
男 モー ド と 女 モ ー ド で 性 格 は 若干 違う らし い が 、 ど 


ちら も し きり に " 愛 " を 口 に する 点 は 同じ 。 部下 の 間 
で は 、 男 パン テー ラ 派 と 女 パ ン テ ー ラ 派 の 隠れ 派閥 
さえ 存 在 し て いる と か 


EE 


日 本 に 古く か ら 伝 わる 退 魔 の 一 族 。 表 社会 で は あ 
まり 知ら れ て お ら ず 、 ア キュ ラ 本 人 も 異 味 が な いた 
め 詳 し く は 知ら な い 。 現 当主 は アキ ュ ラ の 叔 練 に あ 
た る 人 物 


*P.056 参 照 


シル ト (GV) 


只 P.038 参 照 


| グリード スナ ッ チャ ー 


カレ ラ の 第 二 波動 を コピ ー し た 対 能 力 者 用 特殊 
弾 。 カ レラ 本 人 が 使用 する "超重 磁 爆 星 "より も 威 
力 は 落ち て いる が 、 取 り 回 し は 大 幅 に 向上 し て い 
る 。 こ れ は アキ ュ ラ に よる 改良 の 結果 で も ある の だ 
が 、 カ レラ 本 人 が 自身 の 第 七 流動 を 使い こなせ て い 
な か っ た と いう 点 も 大 きい 。 ア キュ ラ が グリ ー ド え 
ナッ チャ ー の み 盾 で は な く 交 で 扱う の は 、 能 力 者 に 
対す る 切り 札 と な りえ る 弾丸 を 、 父 の 形見 で 扱い た 
いと いう アキ ュ ラ な り の セン チ メ ン タリ ズム の 表れ 
か も し れ な い 。 

アシ モ フ は 、 ア キュ ラ か ら 吾 い 取っ 苦 き 
雷 企 の 能力 で 電 確 場 を 形成 する こと に より 、 グ リー 
ドス ナッ チャ ー の 弾道 を 自在 に コン トロ ー ル する と 
いう 区 れ 業 を や っ て の け て いる 。 し か し 、 こ れ は 銃 
自身 に 強い 負担 を か ける こと に な る 諸刃 の 刻 で あ 
リ 、 短 期 決戦 に し か 使用 で き な い 奥の手 で も ある 
GV の 援 う ダー トカ ー ト リッ ジ は 、 こ の 技術 を ある 
程度 機械 側 で 割 御 で きる よう に し た も の 。 


| 小鳥 丸 【[ コ ガラ スマ ル 】 


バン テー ラ が 所 持 する 宝 創 。 も と と な っ た 刀 は 
頒 両 刃 造 と 呼ば れる 特殊 な 形状 を し た * 両 刃 の 刀 " で 
ある 


| 電光 コリ ュ ウ カゲ ミツ 】 


イオ タ の 持つ 宝 公国 宝 に 指定 され 博物 館 に 所 蔵 
され て いた 刀剣 を 皇 神 が 回 収 し 、 径 材 と し て いる 


| 人 和 め カサ イコ キネ シス 】 


思念 を 直接 エネ ルギー に 変換 し 、 空 間 や 物体 に 干 
渉 する 第 七 流 動 。 微 弱 で は ある も の の 類似 し た 能力 
は 第 二流 動 発見 以前 か ら 確 認 され て お り 、 最 も 原始 
的 な 第 七 波動 と も いわ れ て いる 。 そ し て 、 そ れ ゆ え 
に 強力 無比 。 純 律 な 戦闘 能力 だ たけ で あれ ば 、 蒼 き 埋 
加 を 趣 え る と も いわ れ て いる 


| 人 で 子 の 本 策 [ サ イ バ ー デ ティー ヴ ァ ] 
シア ン の 第 七 渡 動 "電子 の 謡 精 " は 、 モ ルフ ォ の 歌 
を 介し て 、 他 の 能力 者 の 精神 に 干渉 する 精神 感応 能 


カカ で ある 。 雷撃 能力 者 量産 計画 "プロ ジェ クト ・ ガ 
ン ヴ ォ ル ト “ の 研究 実験 の 過程 で 発見 され た " 


上 2 若き 震 到 ガ ン ヴォ ルト ARMED BLUE : GUNVOLT 


揉 る 第 七 波動 能力 ~ の 派生 系 の 1 つ 。 こ の 第 七 波動 
は 能力 者 の 精神 状態 と 宙 接 な 関係 が ある と いわ れ で 
お り 、 シ アン ニモ ルフ ォ と 波長 が 合っ た 者 で あれ 
ぼ 、 そ の 精神 に 働き か ける こと で 第 七 波動 の 力 を 高 
め る こと が で きる 。 

GV が 関 い の 中 で 危険 に 陥っ た 際 、 モ ルフ ォ の 歌 
~ ソ ング オブ ディ ー ヴ ァ * に よっ て 能力 や 身体 機能 が 
活性 化 き れる の は 、 彼 の 第 七 波動 " 益 き 埋 大 " と " 電 
子 の 主 精 "の 性 質 が 近しい も の で あっ た こと が 大 き 
な 理由 と し て 挙げ られ て いる 

能力 者 が モル フォ の 歌 を 耳 に し た 場合 、 特 殊 な 千 
渉 流 が 検知 され る こと か ら 、 皇 神 は この 力 を 他 の 馬 
力 者 の 位置 を 特定 する た め の ソ ナー と し て 利用 し て 
お り 、 実 際 に 第 七 波動 能力 者 の 多く が この 能力 に 
よっ て り 出さ れ 畠 神 の 実行 部 隊 に より 強制 収監 さ 
れ て いた 。 モ ルフ ォ の よう に 人 格 を 持っ た 第 七 流動 
は 非常 に 笑 な ケー ス で 、 歴 史上 で も 数 える ほど し か 
確認 され て お ら ず 、 い まだ 未知 の 部 分 が 多い 第 七 波 
動 解明 の 鍵 に な る の で は な いか と 皇 神 の 研究 者 か ら 
は 期待 きれ て いた 。 
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肉体 を 羽 虫 の よう な エネ ルギー 体 に 変化 させ る ス 
トラ トス の 第 七 波動 。 こ の エネ ルギー 体 は 触れ た 物 
を 分 解 し 、 自 身 の エ ネル ギー と し て 吸収 で きる 。 宝 
剣 に よる 変身 後 は 、 一 旦 エ ネル ギー 体 に な っ た あと 
に 肉体 を 再 構成 する こと で あら ゆる 形状 に 変化 する 
能力 が 加わ っ て いる が 、 使 用 者 で ある スト ラ ト ス に 
知性 が 殆ど 残っ て お ら ず 本 能 の 赴く まま 変形 し て い 
る た め 、 あ まり 複雑 な 形状 に は な れ な いよ うだ 


アン 
き P.040 参 照 


1 テッ 


P.043 参 照 


PO45 参 照 


上 計 二 の 宝 和 


至 す ぎる 紫電 の 第 士 波動 を 各 れ た 皇 神 上 層 部 は 、 
本 来 の 彼 の 宝 創 " 天 攻 寺 (アメ ノム ラク モ )" の ほか 
に 、" 八 尻 鳥 ( ヤ タ ガラ ス ) "県 衝 ( ク ロ ヒ ョ ウ )* と 呼 
ば れる サブ 宝剣 を 追加 する こと で 、 さ ら な る 能力 詩 
印 を 施し た 。 

本 来 、 宝 侯 と は 名 前 の 由来 と な っ た 実際 の 刀 刻 や 
歴史 上 伝わる 呪術 的 アー ティ ファ クト を 組み 合わ 
せ 、 現 代 の 技術 に よっ て 加工 し た も の で は ある が 
サブ 宝剣 は そう いっ た 出自 の 存在 し な い 、 ゼ ロ 
か ら 作 り 出さ れ た 新 世代 の 完全 人 工 宝剣 で ある 

サブ 宝 刻 の 追加 に よる 影響 は 変身 体 に も 現れ て お 
り 、 穫 電 が 変身 し た 際 、2 本 の サブ 宝剣 は それ ぞ れ 
地 よ り 忠 出し 墜 の 化身 (パン ター フォ ー ス )、 天 を 往 
く 陽 の 化身 ( ヒ イ ヴ ン フ ォ ー ス ) と いう 2 つの 分 身 へ 
と 姿 を 変え る 


上 トラ トス 


すさ P.050 参 照 


| 主神 グ ルー プ 【 ス メラ ギグ ルー プ 】 


電力 会 社 を 中 心 と し た 巨大 複合 企業 体 。 国 内 の エ 
ネル ギー 供給 を 一 手 に 担う ほか 、 通 信 報道 機関 か ら 
宇宙 開発 、 軍 事 産業 まで も 手がけ る 起 巨 大 企業 で あ 
り 、 政 界 に 対し て も 多大 な る 影響 力 を 有 し て いる ご 
と か ら 、 こ の 国 の 実質 的 な 支配 者 と さえ いわ れ て い 
る 。 

エネ ルギー 研究 の 過程 で いち 早く 第 七 波動 に 目 を 
つけ た 企業 で あり 、 第 七 波動 に 関す る 技術 は 世界 の 
中 で 最も 進ん で いる 。 現在 、 第 七 波動 を 制御 する 技 
術 は 皇 神 グル ー プ の み が 有 し て いる 。 


| 人 術 時 " 星 辰 "【 セ イシ ン 】 


皇 神 グル ー プ が 管理 する 人 工 衝 星 。 表 向き は 観測 
や デー タ 通 信 を 目的 と し た 非武装 の 衛星 と され て い 
る が 、 実 際 は 強力 な レー ザー 兵器 を 搭載 し で いる 。 
も と も と この 衛星 は 紫電 の 管轄 外 だ っ た が 、 極 秘 斉 
に 紫電 派 の 人 間 に よ っ て 訪 動 兵器 へ と 改造 され 、 薬 
電 の 思 意 波 で コン トロ ー ル で きる よう に な っ て い 
る 。 紫電 第 二 形 態 が 行う 天 か ら 降り 注 マ レー ザー 放 
撃 は 、 こ の 衛星 に よる も の 


| 第 上 波動 【 セ ブン ス 】 


数 十 年 ほど 前 か ら 、 人 類 に 表れ る よう に な っ た 超 
能力 現象 の 総称 。 主 に 10 代 以下 の 少年 少女 に 発現 
する 。 当 時 の 波動 エネ ルギー 研究 に お いで 、 特 殊 な 
第 七 波形 を 有 し て いた 人 間 だ けが 扱え た 特殊 能力 の 
た め " 第 七 波 動 " と 名 づけ られ た 

第 七 波動 能力 者 に は 、 多 や 光 な どの エネ ルギー と 
し て 発現 する 者 が 多く いた た め 、GV が 英 対す る 皇 
神 グ ルー プ は この 能力 に いち 早く 着目 、 新 エネ ル 
ギー と し て の 研究 を 進め て いた 。 第 七 波動 は 人 体 の 
未知 な る カ に より 体内 に て 対 消滅 を 制御 、 さ ら に 変 
換 す る こと で 募 大 な エネ ルギー を 生み 出し て いる と 
いう 説 が 有力 と され て いる が 、 そ の 発現 メカ ニズム 
の ほとん ど が 不明 な た め に 、 エ ネル ギー と し て 利用 
する こと に 回 問 視 や 危 要 す る 研究 者 も 少な か ら ず 存 
在 し て いる 

初期 の 第 七 波動 能力 者 は 自然 発生 に より 産ま れ た 
存在 で あっ た が 、 現 在 で は 持 神 グル ー プ の 研究 に よ 
り 第 七 波動 読 因子 を 培養 する こと に 成功 。 自 枯 発 生 
型 の 第 波動 能力 者 と な ん ら 須 色 の な い 、 人 工 的 な 
七 波動 能力 者 を 創り 出す こと が 可能 と な りつ つ あ 
る 

第 七 波動 の 潜在 能力 を 秘め て いる 人 や 動物 を 貢 
体 、 も し く は 適合 者 と 呼称 され て いる 。 第 七 流動 誘 
因子 を 適合 者 に 移植 する こと で 能力 は 開花 する が 
その 遠 合 者 が 見 つか る こと が 極め て 策 。GV や シア 
ン は 皇 神 に よっ て 創り 出さ れ た 数 少な い 後発 的 第 セ 
波動 能力 者 で ある 


具 才 ノ 光 刃 [セロ ブレ イト 】 


イオ タ の スペ シャ ルス キル 。 観測 し て いる 物 だ け 
が 実在 する と いう 量子 力学 的 発想 を 拡大 解釈 し 、 世 
界 を 形作っ て いる の は 「 光 ] で ある と 認識 。 そ の 光 を 
失 り 、 ゼ ロ と する こと で 世界 = 空間 その も の を 切り 
裂く と いう 大 技 。 膨 大 な エネ ルギー を 放出 する の で 
狙い を 定め る の が 難し いう え 、 使 用 後 イ オタ は 一 時 
的 に ガス 欠 状態 と な っ て し まう 。 そ の た め 、 ゼ ロブ 
レイ ド 直 後 の 突撃 は フラ ッシュ ステ ィ ン ガ ー 
て ビー ム 刃 も 形成 され ず 移動 速度 も 遅い 


上 タート リー ター 


フェ ザー か ら 支 給 さ れ て いる GV 専 用 の 電 確 投射 
銃 。" 受 者 封 (ダー ト )" と 呼ば れる 計 型 の 鉱 弾 を 発射 
する 。GV を 通し て 電 湊 を 確保 で きる た め 、 外 部 電 
涯 は オミ ッ ト さ れ て いる 。 ま た 、 専 用 の 受電 針 カ ー 
トリ ッ ジ に 交換 する こと で 弾道 性 能 を 変え る こと が 
で きる 。 

電撃 を 誘導 する こと が 主 目的 の た め 感 力 は 抑え ら 
れ て いる が 、GV の 毛 軸 に 装備 きれ で いる テー ルプ 
ラグ を 後部 コネ クタ に 連結 し 、 強 力 な 第 七 波動 を ダ 
イレ クト に 放出 する こと も 可能 。 実 は 、 銃 口 の サイ 
ズ さ ぇ 一 致す る も の で あれ ば 普通 の 銃弾 や 小石 な ど 
を 撃ち 出す こと や 、 ワ イヤ ー ガ ン の よう な 使い 志 を 
する こと も で きる が 、GV 自 身 の 身体 能力 が 高い た 
め ほ と ん ど 使 われ た こと は な い 。 


| ティー ツァ ブロ ジェ クト 


人 電 が 中 心 と な っ て 推し 進め る 巨大 プロ ジェ ク 
ト 。 衛星 拠点 アメ ノウ キハ シ か らち 、 シ アン の 第 七 
濾 動 "電子 の 謡 博 "の 精神 感応 波 を 日 本 国 全 土 に 発信 
し 、 国 内 の 第 七 波動 能力 者 すべ て を 皇 神 の 意 に 従う 
操り 人 形 へ と 洗脳 する 計画 。 皇 神 は この 計画 に 多 額 
の 費用 を か け て いた 。GV に よっ て 頓挫 し た 今 、 持 
神 は 大 き な 混 乱 状態 に 陥っ て いる と 予想 され る 。 


ティ トナ 


只 P.046 参 照 


| 衝 電 トカ ゲ ャ ル 】 


スト ラ ト ス に 与え られ た 宝剣 で 、 民 話 に 登場 する 
妖刀 が ペー ス 。 宝剣 は 皇 神 の 完全 制御 下 に ある と 信 
じ ら れ て いる が 、 こ の 剣 は 走 状態 の スト ラ ト ス の 
も と に 引き 寄せ られ る よう に 現れ て いる 。 そ れ は さ 
も 化物 の 出現 に 際 し 、 独 り で に 閑 か ら 飛 び 出 し た と 
いう 民話 上 の 骸 丸 の 人 逸話 の よう に 一 この こと か 
ら も わか る 通り 、 宝 剣 の 安全 性 に 関し て は 大 きく 医 
問 が 残る の だ が 、 皇 神 に と っ て 都合 の 章 い 事実 は す 
べ て 隠匿 され て いる の が 現状 で ある 。 


*P.058 参 照 


| 炎 え 有 具 土 ヒ ノ カ グッ チ 】 


デイ トナ の 持つ 宝剣 。 日 本 神話 に て 国産 み の 男 神 
イザ ナギ が これ を 用 い 、 火 の 神 カ グ ツチ を 斬っ た と 
され る こと か ら そ の 名 で 呼ば れる 。 別 名 " 天 之 尾 瑞 
張 ( ア メ ノ オ ハバ リ )・ 


| 負 吉 装 組 フ ェ ザー 


海外 の 第 七 波動 能力 者 に よる 人 上 権 団体 が 母体 と 
な っ た レジ スタ ンス グル ー プ で 、 ア シモ フ は 伸 始 者 
の ひと り で ある 。 表 向き は 能力 者 の 自由 の 確立 を 掲 
げ て お り 、 こ の 主義 に 反する 皇 神 か ら 囚われ て いる 
多く の 第 七 波動 能力 者 の 解放 を 目的 に 活動 を 行っ て 
いる 

フェ ザー に 属し て いる 多く が 過去 に 皇 神 より 救出 
され た 第 七 波動 能力 者 で 、 フ ェ ザ ー が 掲げ る 主義 に 
久 同 し た メン バー が 中 心 と な っ て 活動 し て いる 。 実 
働 部 隊 以 外 に も 一 般 人 を 装っ た 謀 報 部 隊 や 武装 兵器 


の 開発 部 署 な ど が あり 
きれ て いる 


約 100 人 規模 の 組織 で 構成 


| 者 御 弾 [フッ ノ ミタ マ 】 


、 時間 テー) 


だ と 思わ れる が 
ル は ほ で き て いな い 


カレ ラ の 性 格 上 細か い コ ント ロー 


エリ ー セ の 持つ 宝 侯 。 雷神 タケ ミカ ズ チ が 攻 原 中 
国 を 平定 し た 際 に 使用 し た と いわ れる 剣 が も と と 
な っ て いる 


上下 了 国 みえ [ フ ドウ クニ ュ キ ] 


メラ ク に 授け られ た 宝 到 。 か の 第 六 天 魔王 織田 信 
長 が 所 持 し て いた と され る 刀剣 を 加工 し た も の 。 


| ベ ォ ウ ルフ 


ポー ダー より 射出 され る 白銀 の 弾丸 。 特 殊 な 材質 

と 構造 を し て お り 、 実 弾 で あり な が ちら GV の 雷 軸 普 
を 突破 する こと が で きる 。 ア キュ ラ は この よう な 弾 
丸 を いく つも 所 持 し て お り 、 戦 う 相手 に よっ て 使い 
分 け て いる 


| 時 手 到 
花 の 死 本 を 加工 し た クナイ 。 着弾 し た 恨 間 、 エ 
リー ゼ の 第 二 波 動 に よっ て 蛇 プ ソン ビ と し て 復活 す 
る 。 


| EE:I(6 と 73| 


第 七 波動 を 制御 する た め の 触 媒 。 通 常 、 能 力 者 
は 第 七 波動 の 泊 で ある "能力 因子 "を 体内 に 宿 し て い 
る 。 重 神 グル ー プ に よっ て 管理 され て いる 能力 者 
は 、 因 子 の 大 半 を 体外 へ 摘出 する こと で 、 日 常 生活 
に お いて 過度 な 能力 が 発現 し な いよ う セ ー フ ティ が 
か けら れ て いる が 、 そ の 際 摘 田 され た 能力 因子 を 隔 
難 管 理 す る た め の " 器 "が 宝 公 で ある 。 

皇 神 グル ー プ の 能力 者 は 有事 と な る と 、 菅 理 機関 
の 承認 を 経た 上 で 宝剣 内 に 移 逢 さ れ た 能力 因子 を 解 
放 。 宝 剣 ご と 能力 因子 と 融合 する こと で 、" 変 身 現 
集 ( ア ー ム ド フ ェ ノ メ ノ ン )“ を 引き 起こ す 。 宝 創 の 
存在 に より 皇 神 の 能力 者 は その 安全 性 と 社会 的 地位 
を 保証 され て いる が 、 ま だ まだ 第 七 波動 に は 未 解明 
な 点 が 多く 、 宝 剣 も 完全 な 制御 機構 と は いえ な いも 
の で ある 


| ドー ター 


アキ ュ ラ の 令 の 形見 で も ある 退 魔 リ り ボ ポル パー。 ア 
シモ フ に 強 礁 され た 際 、 相 当 無 茶 な 使わ れ 方 を され 
た よう で 、 現 在 は 破損 中 


上 村 弄 聞 [ マ ク ネ テ ィ ッ クア ー ツ 】 


特殊 な 磁力 エネ ルギー に より 、 あ ら ゆ る も の を 引 
き 付 ける カレ ラ の 第 七 波動 。 彼 の 我流 武術 と 同じ 名 
前 な の は 、 こ の 第 波動 を 有 し て いる の が 歴史 上 カ 
レラ し か 存在 し て お ら ず 、 彼 が 名 乗る "自称 "が その 
まま 皇 神 の 登録 名 と し て 採用 され た た め ( カ レラ は 
自身 の 第 七 波動 と 武術 を 分 け て 考え て いな か っ た 
他 者 の 第 七 流動 すら 引き 付け 、 空 気 中 に 拡散 させ る 
こと に より 相手 の 第 七 波動 を 封じ る こと が で きる 
自ら に 纏 わ せ た 磁力 と 床 に 付与 させ た 磁 力 を 反発 さ 
せる こと で 身体 を 浮か せる こと や 、 逆 に 壁 に 付与 さ 
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来 は 吸引 で きる 対象 を コン トロ ー ル で きる 第 七 波動 
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混迷 の 夜 を 裂 い て 、 み ちゅ <〈 希 詞 


第 七 疲 動い 特殊 な 力 を 持っ た 存在 、 
第 七 波動 能力 者 が 生ま れる よう に な っ た 近 未 来 


皇 神 グル ー プ が 企 ち 能力 者 完全 支配 計画 “歌姫 ブロ ジェ クト "を 胃 止 し た カンダ ォ ル ト は 、 
ひと り の 少女 の も と で 深く 傷つい た 心身 を 癒し て いた 


… し か し 、 時 代 の 流れ は 傷つい た 戦士 に いつ まで も 休息 を 許し は し な い 
多国 籍 能力 者 連合 “エデン” 


海 を 越え て 現れ た 新た な 敵 を 前 に 、 
カン ダ ォ ルト と アキ ュ ラ ー 一 ふた り の 戦士 が 立ち 上 が っ た 
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突 加 暴 走 を 始め た 、 星 神 の 大 型 自 立 
多大 な 被害 を 出し か ね な い 飛 
保 入 し て いた 


ほ 空 艇 "飛天 ". 
止め る た め 、 ガ ン ヴ ォ ル ト は 飛天 内 部 に 


方 、 そ の 頃 

地上 を 弄 走 す る アキ ュ ラ の 前 
を の 正体 は 、 
パン テー ラ に よっ て 鞭 走 し 落下 す 
する こと に な っ た ガン ヴォ ルト と アキ ュ ラ 


大 情事 を 未然 に 防い だ ふた り だ っ た が 、 そ の 思想 が 互い 


謎 の 女性 が 


っ て 倒し た は ず の 能力 


天 の 軌 道 を 変 


だ が 、 対 時 する ふた パン テー ラ が 忠 入 

シア ン を 続 の 欠 ー ビ ー ス "に 分 割 し 、 許 策 と し て の 力 を 奉っ て し まう 
目的 を 達成 し た パン テー ラ は 、 本 来 の 次 で ある * エ デン の 巫女 "と し て の 正体 
を 現し た 

そし て 旧 人 類 を 排 し 、 能 力 者 た ち が 安 心して 鞭 ら せる 世界 を 作る と いう 和 望 


小型 化し た シア ン を 元 に 戻す た め 、 ガ ン ヴ ォ ル ト は 
ン " と の 幸い に 身 を 投じ る 


、 打 ・ ミ チル の 病室 を 訪れ て いた 
ビ ピース が ミチ ル に 反応 する 場面 を 目撃 する 

ー ビ ー ス の 力 な ら 、 妹 の 体調 が 治る 可能 性 が ある か も し れ な 

ュ ラ は 、 妹 の た め に エデン と 戦う こと を 決意 

呼ば れる 幹部 た ち を 葬り ビ ピース を 収集 し て いっ た 
戦い の 最 中 、 彼 は 凍結 し た ホテ ル で ガン ヴォ ルト と 再会 

者 と も に 譲れ ぬ も の を 抱え た まま 、 ふ た た び 激 突 する 


れ た と いう 報せ が アキ ュ 5 と に 入る 


こ 移 動 要 


戦い の さなか 、 ミ チル が 誘 
門 り に 燃え て 誘拐 犯 た ち を 追う アキ ュ ラ だ っ た が 、 ミ チル は す 


ペラ デン * へ と 転送 され て いた 
パン テー ラ の 能力 で 複製 され た G7 た ち を 討 減 し 、 ベ ラ デ ン の 最 奥 へ 到達 し 
た アキ ュ ラ は 、 そ こ で パン テー ラ と 埋 哲 

パン テー ラ か ら 、 ミ チル が 第 七 波動 を 持つ 能力 者 で あっ た と いう 事実 と 、 そ 
の 能力 を 移植 され た シ ルト と 融合 し た 事実 を 


が ガン 聞か され る 


パン テー ラ の 幻 を 退け 、 彼 女 の 畠 さ ぶ 

ラー ビ ピース を 取り 込ん だ パン テー ラ と 最後 の 決戦 に 挑む . 
それ は 能力 者 と 無能 力 者 

互い の 繁栄 を 賭け た 生存 各 争 で も あっ た 


て c 


死 彫 の 未 に パン テー ラ を ュ ラ だ っ た が 、 す べ て は 手遅れ だ っ た 
た ミチ ル の で 骸 を 抱え 、 個 秋 す る アキ ュ ラ 

彼 は 駆け つけ た ガン ヴォ ルト に 銃 を 向け 、 や り 場 の な い 胡 り 
り の 奇 紗 な 因縁 に 決着 が つこ うと し て いた 、 ま さ に その と き 
ミチ ル と シア ン 、 サ ポー ト Al ユ ニッ ト の RoRo( ロ ロ ) が 引き 合う よう 
ミチ ル は 謡 精 の 力 を 解放 し て ガン ヴォ ルト を 強化 し て し まう 
な ぜ 、 ミ チル が ガン ヴォ ルト に 力 を 貸す の か 

彼女 の 復活 を 喜ぶ 間もなく 、 歌 の 力 を 得 た ガン ヴォ ルト が アキ ュ ラ 


だ か る 


死 癌 を 制 し た アキ ュ ラ は 、 ガ ン ヴ ォ ルト 
する 

だ が 、 そ の 攻撃 を 制止 し た の は シア ン と 融合 し て 記憶 を 失 
硬い が 終わ り 、 帰 選 し た アキ ュ チル に 告げ ず 家 を 飛び 出し た 

ミチ ル が 能力 者 と し て 覚醒 し た 今 、 も は や 彼 が 一 緒 に いる こと は で き な い 
すべ て の 能力 者 を 倒す こと が 自分 の 目的 な ら ば 、 最 後に は ミチ ル も 手 に か け 
ね い の か . 

その 矛盾 に 、 決 着 が つく 日 は くる の か 

頼れ る ノワ に 妹 を 託し 、 ア キュ ラ の 苦悩 と 戦い は 続く 一 


な ら 


ミチ ル と 謙 合 し た シア ン は 、 ガ ン ヴ ォ ル ト の 記憶 を 失っ て いた 
事件 後 、 町 で 偶然 ガン ヴォ ルト と 再会 し た ミチ ル は 、「 ど こ か で 出 会 
と は な いか ] と 彼 に た ず ね る 

会 っ た こと は な いと 、 ガ ン ヴ ォ ル ト は 双 を つい た 

ミチ ル と し て 幸せ に 生き て ほし い . 


た だ 少女 の 幸福 を 珠 い 、 少 年 は 新た な 道 を 歩み 出し た 
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普通 は 目視 で き 
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鶴 る 残留 思 信 


も 波動 研究 


カ を 能力 者 の 栓 別に 利用 す 


彼女 の 「 す て 


め 着き 雷 杏 ガン ヴォ ルト 爪 ARMED BLUE 


の 強い オウ カギ 


ン テ ー ラ は 彼女 の 存在 を 


) 人 者 で ある 神 剛 博士 の 紛 ・ ミ チル か ら 捕 貞 
紀 間 に 島 神 ダル ー プ の 研究 機関 に 回 収 


実験 


『 に 画 閉 状態 で 育 
昔 


破 女 は 重症 を 負 


有 れ ず 傍 
7 の 自由 な 存在 と 
て の 人 間 性 を 取 


# り 忘れ 、 神 周 家 キ 


た 、 数少ない “希望 "7 


GUNVOLT2 SOU 


因 党 


) 電 子 の 詩 精 の 持ち 主 で あっ た ミ 


敵 " 


GV に 救出 き 


放 


チル ミ 骨 合 
入 大 な 後ろ 盾 


し か 自分 こそ が GV を 締 る 補 で し か な か っ か 


彼 上 生活 を と も に する こと と な る 
た 還 纏 を 前 に 


) も と 、 戦 いと は 無縁 の 半 衝 な 日 々 を 過ごし 


ヒ 波 動 誘 内 の 際 離 先生 きた 宝剣 と いえ る 


(0 


EBIBNER ピロ MMENT 
前 作 の ラス ト で モル フォ と 一 仁 化し た 変 に な っ た も の の 
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以前 に 還 走 する 能力 者 
炊 は と こみ の 財 | 
然 で 抜け 
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計 
ン ャ オウ ー CV: 小 見 川 千明 
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り 通 
郷 の 国 ! リ ) 彼 の 同 如 現 「 

侵攻 - そ あく いい 
真面目 で 素直 、 糧 和 で 大 人 びている が 、 故 卿 を 占 折 し た エ テ # 憎 て 思っ て お り 、 エ デ 対し て は 練 情 的 な 面 が 見 え 隠 れ す 
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め て 開発 され た 戦闘 支援 用 p ポ 


も と に 大 け られ て いた 期間 が 長 
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ネグリ ジェ 家 で 描い て みた ら 、 ほ ぼ 一 発 OK が 出 た キャ ラ で 
す 。 今にも 消 
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ララ ンス 出身 の 15 歳 。G と * 徹 な 態度 狂気 の 炎 を 宿す 


休 子 家庭 で 四 人 兄弟 の 


風評 に 負け 
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だ ラ 
上 アス ロ ンス 二 。 騎 
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の 腕 を 訂 
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# 周 胃 


将来 を 


し を 1 


交 畔 


で 到 る 


能力 者 で あ 


家 全 貞 焼死 


に 捕 ら お + 


が 坪 見 
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“ 塔 上 の 美 郁 天 "( ッ ワ ー リ ンプ ロッ 


な な ( 医 政変 運動 に 端 を 発する 大 盲 要 な 暴動 事件 が 勃 半 
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EBIBNER ビ ロ MMENT 


か ら 戻 っ て きた 室 は 本 豆 部 が 7 杖 


立 句 な し に カッ コ よ く て 乗 晴らし 
競 強 に を り ま ( 秒 本 宇 ) 


“ 鉄 血 の 刻 衣 "(フル メタ ル 


CV: 榎 吉 麻 弥 
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金属 
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EBIBNER ビ HMMENT 


重 話 モチ 


等 えて 一 番 最 初 に 描い た 
抽 


“ 流 肌 な る 人 魚 " 


= 
ニー ムロ ド て aw \ 
能力 者 


液体 を 提 


現在 進行 形 で ? 


) 際 、 
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の | ラン ド ・ ブ ルー ム 
で 描 ます 。 似 て いる か どう か は さ 


( 山 義 挟 ) 
モチ ー フ の 意 話 を 決め る と まき に 。 水 の ボス は 褒 
と 企画 マン の 宮 湖 さん が 言っ た の で 人 た 
よう な 気 が し ます 。 人魚 姫 は 人 魚 で ある 


3 
澤 
当 
へ 
bn 
業 
革 


本 
の ミ : 
トト 庄 


12 沙 着き 電 二 ガン ヴォ 


EBIENER ビ HMMEN 


デザ イン 作業 を 進め て いる 
その 徐 
と 性 格 が か 


倍 な どの 要 未 を 追加 する 


ゃ DOTPIETURE 


な り 更 攻 
メト を 失 く と き に ギザ ギザ の 歯 や 
ラン ス を 取り まし た 
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けり て る の は その 名 残 


た 。 時間 操作 ネタ も 結 本 


(荒本 素 弘 ) 


ー 


デン 3 
ノバ ン デーブ プ 4 給 剛 


13 上 め 大き 埋 儲 ガン ヴォ ルト 爪 ARMED BLUE : GUNVOLT2 SOU 


IN-eAMEc6 
ゃ DOTPICTURE 
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EBIBNERB EHMMENT 
今回 ー ラ の 能 


「 冊 


No ジン 


解説 


「 准 き 電 條 ガ ン ヴ ォ ルト 爪 | の 作 中 に お ける 数 々 の 用 語 を 解読 
本 作 の 世界 観 や キャ ラク ター を より 深く 知る た め の ア ー カ イブ と し て 、 ぜ ひ 一 読 し て も らい た い 


上 1^B ス ピリッ ト [ ア ー ム ドブ ルー スピリット 】 


各地 に 散ら ば っ た 、 か つて の GV の 師 に し て も う 


ひと り の 和装 き 雷 吉 の 魂 。 だ が 、GV は その こと に 
気づい て いな い 。AB ス ピリ ッ ト を 取り 込む こと 〔 
よっ て GV の 第 七 流動 は 変性 し 、 吉 龍 玉 や 忠 雷 降 な 


ど 新た な スキ ル を 目覚 め さ せ て いく 


キュラ で 
うさ P.110 参 照 

アス ロック に 
呈 P.116 参 照 

| ツウ ァ イ ス ティ ー 電 


アキ ュ ラ が 開発 し た 機動 力 特 化 型 ジャ ケッ ト 。 さき 
ま ざ ま な コー ド を 組み 込む こと で 機能 を 拡張 で き 
る 。 戦闘 目的 の パワ ー ド スー ツ と し て は と て も 軽 
く 、 こ れ は 番 き 埋 寺 の 解析 に よっ て 動力 を 小型 化 
で きた こと が 大 きい 。 防御 力 は 以前 の 装備 "メガ ン 
テレ オン "に 勇 る が 、 パ ー ニ ア を 利用 し た "プリッツ 
ダッ シュ "に より 空中 を 自在 に 飛行 で きる 。「 か つて 
の 戦闘 で 空中 に いる GV に 対し て ほぼ 無力 だ 
と が 、 よ ほど 人 悔 し か っ た の で し ょ う 」 と は ノワ の 該 
ロロ に 内 臓 さ れ た AB( ア ー ム ドブ ルー) ドラ イヴ か 
ら 常 に 非 接 夫 給 電 を 受け て お り 、 ロロ の モー ド チ ェ 
ンジ に 連動 し て 通常 時 で は 制限 され て いる 概 能 を 解 
放す る こと が 可能 


0 の: ペデ クエ 229 ェ ポ ペ ラー リン 2] 


P- ド ー ル 発現 の メカ ニズム の 解析 か ら 生 まれ た ロ 
ロ の 新 機能 。 野 外 で の 情報 収集 の た も と も と 
ロロ に 組み 込ま れ て いた 第 七 波動 波動 誘因 子 解析 装 
置 を さら に 発展 させ た も の 。 ミ ラー ピー ス を 取り こ 
むこ と で 、 ミ ラー ピー ス に 埋め 込ま れ た 第 七 波動 誘 
因子 か ら 第 七 波動 を 再現 する こと が 可能 

従来 の 妖 似 第 七 波動 武器 は 個々 の 第 七 波動 の メカ 
ニズム を アキ ュ ラ が 地道 に 解析 し 、 代 奉 技術 な ど を 
用 いる こと で 能力 を 疑似 的 に 劣化 再現 し た も の だ 
た が 、 こ の 機能 を 使え ば 短 時 間 で 、 し か も 限り な < 
オリ ジ ナ ル に 近い 第 七 波動 を 再現 する こと が で き 
る 


| 回 籍 能力 者 連合 エデン 


臭 大 な 旋 を 持つ も の の 、 数 で は 能力 を 持た な い 
人 々 に る 第 波動 能力 者 た 国家 の 枠 を 越え 
て 集結 し た 多国 天 能 力 者 連合 。 醒 成員 の 多く は 、 か 

て 無能 力 者 た ち に よっ て 訂 げ られ て きた 者 た ち で 
ある 。「 能 力 者 こそ が 新た な 時 代 を 策 く 新人 類 で あ 
り 、 第 七 波動 を 持た な い 旧 人 類 は 滅ぶ べき 存在 で あ 


る ] と 標 棒 し 、 能 力 者 の 理想 国家 の , 目指 
し て いる 
構成 員 に は それ ぞ れ チェ ス の 有 駒 に な ぞ ら えた 称号 


が 与え られ て いる が 、 こ れ は あく まで 役割 分 担 で あ 


り 上 下関 係 で は な い と いう こと に な っ て いる 
が 、 実 際 の と ころ は 、 事 実 上 の 上 下関 係 と し て 機 能 
し て いる よ G7 と 呼ば れる 一 部 の 選ば れ た 精 
鋭 を 除け は 、 任 意 で は 第 七 波動 を 使え な い 者 や 、 実 
用 レベ ル に 條 し な い 第 七 流動 し か 持た な い " 
と 呼ば れる 者 が 大 半 で ある 


| エ テ ン 公式 チャ ン ネ ル 9 

テ セ オ が 管理 運営 する 動画 サイ ト 、 そ の 中 に 設立 
され た 公式 チャ ン ネ ル 。 特 に テ セ オ が ゲス ト で 招 
能力 者 (エデン の メン バー) の 第 七 波動 を 使っ て さま 
ざま な チャ レン ジ を する 動画 が 人 気 で 、 エ デン 外部 
に も ファ ン が いる ほど 。 な お 、 四 旬 企 画 の GV と テ 
セオ の 戦い は 予告 な し の 生放送 だ っ た に も か か わら 
ず 、 か な り の 視聴 者 数 を 棒 い だ よう だ が 、 そ の 内 訳 
は ほぼ エデン 内 部 の 構成 員 に よる も の だ っ た よう 
だ 


有 ウ ヵ 2 
愉 P.108 参 照 
I 超 冷 凍 【[ オ ー ル フリ ー ズ 】 の た 


あら ゆる も の を 一 瞬 で 凍 て つ か せる テン ジア ン の 

第 七 波動 。 コ ピー 宝剣 を 使用 し て で の この 能力 は 
GV や アキ ュ ラ の 足元 を 凍 て で て つか せる だ け だ っ た が 
大 規模 展開 の 必要 が な か っ た た めで も ある が )、 宝 
青 に よる ブー スト を 得 て 使用 し た それ は 、 都 市 一 帯 
を 楓 能 停 止 に 追い 込む ほど 大 規模 な も の だ っ た 


ん 還 
只 P 128 参 照 
上 人 画 の ソン ピ ーー 


ジブ リー ル が 占拠 し た 洋館 に 配備 され た 改造 人 
間 。 ラ イフ エナ ジー を 抜き 取ら れ た 人 間 た ちの な れ 
の 果て 。 他 者 か ら 摘出 し た ライ フエ ナジ ー を 利用 し 
て 、 第 七 波動 を 強化 する と いう 香 神 の 技術 一 一 その 
実験 の 副産物 に よっ て 生ま れ た 魂 な き 肉体 を 、 ジ ブ 
リー ル の メタ リカ に よっ て 操作 で きる よう 調整 され 
た 存在 


上 ガレ トク ロー ネ 


エデン が 保有 する 武器 類 を 、 ア スロ ッ ク の パ ペ 
トワ イヤ ー で 東 ね た 人 形 兵器 。 球 状 の 胴体 内 部 は 空 
洞 に を っ て お り 、 こ の 空洞 者 に 火 カエ ネル ギー を 著 
積 、 舟 放す る 府 線 攻撃 『 フ ァ ー ネ ス オ ブ イン フェ ル 
ノ " は 強力 無比 に し て 回 選 不 能 。 ま た 、 こ の 空洞 部 
分 に アス ロッ ク を 収納 する こと も 可能 

名 前 の 由来 は フラ ンス の お 菓子 "galette" と 王冠 を 
意味 する couronne"。 グ ラン トル タ が 冠 する 王冠 で 
あり 、 フ ラン ス で 公 現 奈 の 日 に 食べ られ る "ガレ 
ト ・ デ ・ ロ ワ * の イメ ー ジ 


上 シッ ォ ルト (GV) 
き P.104 参 昭 


上 タラ ント ル タ の 


スク ラッ プ を アス ロッ ク の パペット ワイ ヤー で 継 
い 合わ せる こと で 建造 され た 、 方 レト クロ ー ネ の 強 
化 外装 。 ア スロ ッ ク を 収納 し た ガレ トク ロー ネ を 冠 
と し て 戴く 巨大 兵器 。 こ の 巨体 を 動か す た め に は 
アス ロッ ク が 直接 乗り 込み 、 ガ レト クロ ー ネ を 通し 
て 全身 か ら パ ペッ トワ イヤ ー を 大 り 巡ら せる 必要 が 
ある 


| グリ モワ ルド セブ ン 


エデン の 中 で 特に 優れ た 七 波動 を 持つ 7 人 の 能 
者 。 通 称 G7( ジ ー セ ブン )。 エ デン に 明確 な 上 下 
関係 は 存在 し な い が 、 現 場 で の 指揮 は 彼ら に 預け ら 
れる こと が 多く 、 構 成員 か ら は 其 わ れ て いる , 


| 玉子 の 悪 策 [ サ イ バ パー ディーヴァ 】 


生前 に シア ン が 宿 し て いた 第 七 波動 に し て 、 彼 女 
の 通り 名 。 も と も と は アキ ュ ラ の 妹 ・ ミ チル の 第 
た が 、 大 きす ぎる 力 に ミチ ル の 肉体 が 耐え 

た た め 、 父 親 で ある 神園 情 士 が 摘出 。 そ 
の 後 、 皇 神 の 研究 機関 が 極秘 裏 に 回 収 。 情 士 に は 何 
も 知ら され な いま ま 実 験 体 の シア ン に 移植 され た 
な お 、 シ アン と 融合 し た ミチ ル か ら は 、 な ぜ か 電子 
の 主 精 の 反応 は 完全 に 消失 し た よう だ 


上 テン 


ゆ P.106 参 照 


ジラ リー ル 


さゆ P.120 参 照 


オッ ー 


叶 P.109 参 照 


上 新型 プロ テク ト ア ー マ ー 


秘密 裏 に SV を サポ ー ト する シャ オ が 、GV 専 用 に 
オー ダー メイ ド で 新調 し た 強化 プロ テク ター。 と て 
も 軽重 な うえ 、GV の 第 七 波動 に 反応 し 、 強 度 や 紛 
性 等 を ある 程度 変化 させ る こと が で きる 。 ま た 、 か 
つて GV を 苦し め た "グリ ー ド スナ ッ チ ャ ー" を 反発 
させ る 特殊 な 師 場 を 発生 させ る こと も 可能 だ が 、 残 
念 な が ら 完 全 に 防ぎ きき れる わけ で は な いよ うだ 。 こ 
の 特殊 な 磁場 は 、 准 き 雷 起 の 能力 で 盛 力 を 帯び た 弾 
丸 を コン トロ ー ル する 技法 を 応用 し た も の で 、GV 
の 師 に あたる 男 の 遺 体 か ら 回 収 さ れ た ( 彼 が 死 の 直 
前 に GV に 遺し て いた ) デー タ と 、 ダ ー ト カー トリ 
ジ の 技術 が ペー ス に な っ て いる 


| 上 還 全 [セフン ソー トド 】 


変身 後 の テ ンジ アン が 持つ 七 振り の 水 會 。 都 市 一 
を も 凍 て つ か る 大 量 の 冷気 を 蒲 く 束ね 、 刃 に 編 わ 
せ た も の 。 率 力 学 の 範 障 すら 超え た 絶対 零度 を 下 回 
る 超低温 で 、 あ ら ゆ る 分 子 構造 体 の 柔軟 性 を 奏 い 
砕き 断つ こと が 可能 。 効果 男 囲 が 大 きい 反面 、 取 り 
回 し が 効き づら い 超 冷凍 の 欠点 を 補う た め に 編み 出 
し た 、 テ ンジ アン な り の 上 策 と いえ る 。 肩 に は 直 剣 
曲 刀 、 円 月 峠 が それ ぞ れ 二 振り ずつ 、 そ し て 腰 に は 


大 型 の 両 九 一 振り が 灯り 太 ん だ 状態 で 装備 され て 

いる 

ンタ ル ヘ ア っ 本 
毛 右 を 自在 に 操る 、 ニ ケー の 変幻 自在 な 第 流 


動 。 長 さ は お ろか 、 密 度 や 硬 さ まで も を 変化 させ る 
こと も 可能 で 、 硬 質 化 さ せ た 際 の 硬度 は ダイ ヤ モ ン 
ド を 上 回 る 。 そ れ は と き に し な や か な る 凌 で あり 
万 物 を 刺し 綱 く 氏 旋 の 毛 で あり 、 あ ら ゆ る 攻撃 を 弾 
き 返 す 盾 で も ある 


| デザイナー チャ イル ド 


も の 。 ま っ た く の 事 実 無根 で あり 、 ニ ケー 本 人 は 何 
も 関知 し て いな い 。 用 信 も 不明 だ し 、 何 を 基準 と し 
て "一 年 分 "な の か も 不明 


上 Ep 


さ P.124 参 照 


| 
珍 P.115 参 照 


上 1 プレ イザ ー【 ハ ー ト ブレイザー] 


ダーT エ か ら 放 た れる フォ トン エネ ルギー を ロ 
口 の ビッ ト を 使っ て 増幅 し て 解き 放つ 、 長 射程 広範 
囲 間 減 攻撃 。 示 完成 の 攻撃 フォ ー メ ーション で あ 
り 、AB ド ライ ヴ に も 大 き な 仙 担 を み け る た め 使 用 
は 想 急 時 に 限ら れる 。 ミ ラー ピー ス を 取り 込ん で 以 
降 は 、P- ド ー ル や EX ウェ ポン の 安定 動作 を 優先 さ 
せ て お り 、 現 在 は 一 時 封印 状態 に ある 


1 ハイ ドロ ザッ パー 


雷撃 能力 者 量産 計画 * プ ロジ ェクト ・ ガ ン ヴ ォ ル 
ト * の 過程 で 生ま れ た 、 第 十 波 動 誘因 子 適合 用 の 実 
験 体 ウ ローン 。 原因 は 不明 だ が 、 ク ロー ン 元 の 第 七 
波動 が その まま クロ ー ン 体 に 適合 する わけ で は な い 
た め 、 皇 神 の 行う 第 七 流動 誘因 子 の 移植 と は 手当 た 
り リ し だ い に 行 う ギ キャン ブ ル の よう な も の で ある 。 結 
局 、~ 益 き 雷 起 " の 誘因 子 に 適合 する 実験 体 を 量産 す 
る こと は で き な か っ た が 、 さ ま ざ ま な 計画 に 転用 さ 
れ 、 シ アン を は じ め と し た さま ざま な 能力 者 を 生む 
に 至る 。GV は シア ン の こと を 妹 の よう に 思っ て い 
た が 、 血 の つなが りこ そ な い も の の 、 同 じ 計画 の 実 
琴 体 と いう 意味 で は 、 確 か に 妹 と いえ る の か も し れ 
を な い 


上 E モ ォ 


うさ P.126 参 照 


さ P.122 参 昭 


トリ トン ハー ブー ン 


宝 書 の 力 で 変身 し た こと に よっ て 出現 し た 変幻 自 
在 な 腰 ビ レ 。 ハ ー プ や ブー メラ ン 、 ト ライ デン ト に 
変化 し 、 た だ で さえ 高め られ た ニム ロ ド の 第 流動 
を さら に 増幅 する 力 を 持つ 


| シテ ー ラ 


き P.130 参 照 


ド に デ 


き P118 大 照 


上 ケー の 衝 李 一 年 分 


ニケ ー を 慕う エデン 構成 員 の 間 で まこ と し や か 
に 忠 か れる 噂 が ある 。 そ れ は [功績 を あげ た 者 に は 
ニケ ー の 御 棚 一 年 分 が 報 債 と し て 購 られ る 」 と いう 


ニム ロ ド が 第 七 波動 で 生成 し た 自然 界 に は 存在 し 
得 な い 特殊 電解 液 を 、 超 高圧 で 三方 向 か ら 同時 に 例 
射す る ウォ ー タ ー レ ー ザ ー。 厳 凍 な 机 水 コー ティ ン 
グ が 施さ れ た 電子 機器 を も 一 軸 で ショ ー ト させ る こ 
の スキ ル は 、 ニ ムロ ド の 科学 文明 に 対す る 憎悪 が 生 
み 出 し た も の な の か も し れ な い 。 だ が 、 過 去 の 研究 
デー タ か ら あ ら ゆ る 第 七 波動 に 対す る 対策 が 施し て 
あっ た アキ ュ ラ の 装備 に 対し て は 、 本 来 の 効果 は 発 
控 さ れ な か っ た よう だ 


1 バベル ワイ ヤー 


糸 の よう な エネ ルギー を 使い 、 機 械 の 強化 や 操作 
を 行う アス ロッ ク の 第 七 波動 。GV や テ セ オ の ハッ 


キン グ と は 違い 、 ソ フト ウェ ア 的 に で は な く 機 械 を 
直接 動か す 力 で 、 ど ちら か と いう と 念 動 力 に 近い 
系 の 軸 が っ た 機械 は 、 本 来 その 機械 が 持っ て いる ポ 


テン シャ ル 以 上 の 力 を 発揮 する こと が で きる 


且 き レ ェ アリ ー テ ィ ル ] 前 


第 七 波動 誘因 子 封印 装置 で ある 皇 神 の 宝剣 は 、 封 
印 を 解除 し 誘因 子 を 能力 者 に 戻す 際 、 器 で ある 宝剣 
自体 も 能力 者 と 融合 する こと で 、 肉 体 を 第 廿 波動 
の 発現 に より 適し た 次 へ 変え る "変身 現象 (アー ム ド 
フェ ノ メ ノ ン )* と いう 副作用 を 引き 起こ し て いた 
宝 書 は この 副作用 を 章 図 的 に 起こ す よ う 造 られ た 第 
流動 強化 装置 で ある 
所 有 者 の 第 七 波動 誘因 子 と 、 シ アン の 電脳 体 の 一 
部 (シア ン の 魂 の よう な も の で あり 、 こ ちら は 誘因 
子 で は な い 。 こ の よう な 霊 的 存在 を 制御 する 技術 
も 宝剣 由来 の も の と 推測 され る ) を 組み 合わ せ 
ラー ビー ス " を コア と し 、 何 綱 に も お よぶ 魔術 式 が 
春 き 込ま れ た 魔 導 塞 (グリ モワ ル ) に よる 市 御 ・ 増 幅 
が 可能 と な っ て いる 

宝剣 と 比べ て 麻 導 書 の 霊 的 ・ 麻 術 的 機能 は 劣っ て 
いる が 、 宝 剣 で は 能力 封印 に 割 い て いた り ソ ー ス を 
称 七 流動 の 増幅 と 制御 に 回 し て いる こと 、 そ し て コ 
ア と な る ミラ ー ピ ー ス に 封じ られ た シア ン の 力も 
あっ て 、 第 七 流動 強化 装置 と し て は 宝剣 以上 の 性 能 
を 実現 し て いる 

余談 で は ある が 


ガウ リ が 散り 際 に 言う 「 摩 法 が 
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解け る 」 と いう セリ フ は 、 堆 時 に な る と 魔法 が 解け 
る 「 灰 か ぶり] の 物語 に 準 えた も の で は ある が 、 戦 闘 
の 結果 大 き な ダ メー ジ を 受け た こと で 魔 沸 書 に 書き 
込ま れ た 刻 術 式 が 乱れ 、 事 実 、 魔 法 が 解け て いる の 
で ある 


上 所 電 磁 結界 [フェ イク ・ カ ゲロ ウ ] 


ーー- 


電撃 能力 者 と の 戦闘 デー タ か ら 再 現し た ヴァ 

ティ ー ガ ー の 特殊 防御 機構 。 サ ブ 動 力 で ある ブリ ッ 
ツ を 消費 し て 発動 する た め 、GV の よう な 衝撃 能力 
使用 時 に は 発動 で き な い と いっ た 点 は 存在 し な 
い 。 た だ し 、 本 物 の 蒼き 雷 露 の 電子 操作 能力 の 前 に 
は 無効 化 さ れ て し まい 、 対 GV 戦 で は あま り 効 果 が 
を か っ た 模様 


フェイ ザン ト の 


皇 神 が 巨大 飛 空 艇 飛天 "の 内 部 で 極秘 裏 に 開発 を 
進め て いた 試作 自律 弄 昔 闘 機 。 飛 行 可 能 な 出力 が 得 
られ ず 、 半 ば 開発 計画 は 頓挫 し か か っ て いた と ころ 
を エデン が 奉 取 。 飛 天 内 部 に 潜伏 し て いた アス ロッ 
ク の 第 七 波動 に よっ て 強化 され 、 稼 動 する 。 複 数 配 
備 され て いた よう で 、 う ち 1 機 が ニム ロ ド が 指 探す 
る 部 隊 に も 配備 され た 。 


上 1 ドー ルフ ェ ニッ ク ド ー ル 】 き 。 


電子 の 謡 精 の 第 七 波動 に より 、AB ド ライ ヴ を 高 
出力 か つ 安 定 稼動 させ る こと が で きる ロロ の 緊 女 誤 
日 形態 。 ア キュ ラ が 纏う ヴァ イス ティ ー ガ ー へ の エ 
ネル ギー 供給 が 大 幅 に アッ プ す る こと で 、 ヴ ァ イ ス 
ティ ー ガ ー に 施さ れ た 各種 リミッタ ー を 解除 させ る 
こと が 可能 だ が 、 発 動 に は 口 ロ と ミチ ル の 共 噂 に 
よっ て 生ま れる 強い "想い "の 力 が 必要 

口 ロ に 内 蔵 さ れ た 第 七 波動 誘因 子 解 析 装置 や AB 
ドラ イヴ 、 品 ロ の Al( 感 情 三 想い の 力 ) に 、 ミ ラー 
ビ ピース と ミチ ル と の 共鳴 な ど 、 さ ま ざ ま な 要因 が 重 
な り 偶 発 的 に 発現 し た 形態 で あり 、 ア キュ ラ 自 身 も 
全容 を 把握 で き て いな い 


フリ スム 


自身 の 周囲 に 特殊 な 水晶 を 発生 させ る ガウ リ の 血 
七 波動 。 生 成 され る 水晶 は 、 自 希 界 に 存在 する 物質 
より も 透 か に 硬く 、 交 の 集 光 や 屈折 な ども 生成 時 の 
ガウ リ の 意思 に よっ て 自在 に 調整 可能 。 通 常時 で は 
4 一 5 メー トル 以内 に 自身 の 身長 より も や や 小さ い 
水晶 を 生成 する の が 精 一 杯 だ が 、 宝 書 に よる 身 後 
は 生成 可能 範囲 や 生成 で きる 水晶 の サイ ズ も 大 きく 
増加 する 。 ま た 、 変 身 後 の ガ ウリ は 自ら が 生成 し た 
プリ ズム の 上 を 高速 で 滑走 する こと が で きる 


ジッ ッ 


苦 き 電 霊 が 生み 出す 特殊 な 電気 を 、 弾 丸 状 の パッ 
テリ ー パ ッ ク に チャ ー ジ し た も の 。 別 名 "AB( ア ー 
ム ド ブ ルー) デン チ *。 ロロ に 搭載 され た 半永久 機関 
"AB ドラ イヴ "は 、 抽 久 度 の 間 題 か ら 一 度 に 大 量 の 
エネ ルギー を 発電 する こと が で きず 、 す ぐに 電力 切 
れ を 起こ す と いう 欠点 が 存在 する 。 そ の た め 、 ア 
キュ ラ は プリ ッ ツ を 併 用 する こと で この 欠点 を 補っ 
て いる 。 小型 の サイ ズ に 見 合わ ぬ 基 な エネ ルギー 
を 貯蔵 し て いる が 、 一 度 使用 する と 破損 し て し まう 
欠点 が あり 、 再 利用 は 不可 能 。 弾 丸 の 形 を し て いる 
の は 、 ア キュ ラ が 使い 慣れ た 弾丸 ケー ス に 収まる 形 


杖 だ と いう 利点 も ある が 、 趣 味 に よる と ころ が 大 き 


い 


上 ビッ トブ プログレッシヴ ピット] 


ピット を 全 解 放し た 口 ロ の 基本 戦闘 形態 。 も し く 
は 、 ビ ッ ト の 名 称 と し て も 使わ れる 。 こ の フォ ー 
メー ショ ン を と ら な い ニ ロロ の サポ ー ト な し で も 
ビッ ト を コン トロ ー ル する こと は で きる が 、 ア キュ 
ラ 単 身 で ピッ ト の 市 御 と 戦闘 を 同時 に 行う こと に な 
る た め 、 あ まり 現実 的 で は な い 。 な お 、 品 ロ は " プ 
リティ ビッ ト " を 自称 し て いる 模様 


| プロ ジェ クッ ト ・ ガ ン ヴ ォ ルト 


全 入 類 永 棚 の 課題 で ある エネ ルギー 間 題 を 解決 す 
る た め 、 皇 神 が 極 秘 裏 に 推し 進め て いた プロ ジェ ク 
ト 。 オリジ ナル の 雷撃 能力 者 の 遺体 か ら 採取 し た 第 
波動 誘因 子 を 培養 、 拉 致し た 身寄り の な い 子 供 や 
クロ ー ン 体 な ど に 移植 し 、 研 究 サ ンプ ル で ある 雷撃 
能力 者 を 増やそ うと し て いた が 、 唯 一 成功 し た 固体 
で ある GV が 脱走 し て 以降 、 成 功 し た 固体 は 存在 し 
な いよ うだ 。 


| プロ トレ ギ ォ ン JB 


皇 神 が 開発 中 の 試作 戦車 * プ ラズ マレ ギ オ ン *。 パ 
ン テ ー ラ の 斉 報 活動 か ら 得 た この 機体 の 設計 デー 
タ を も と に 、 ワ ー ル ド ハ ッ ク で 再現 し た の が “プロ 
トレ ギ オ ン JB" で ある 。 急 ご し ら え の た め 、 本 来 予 
定 さ れ て いた 変形 合体 機構 は オミ ッ ト さ れ 、" レ ギ 
オン トル ネー ド * や *ZMC フ ィ ー ル ド "、- ス タビ ピラ イ 
ザー*" と いっ た 数 々 の 武装 は 未 搭載 と な っ て いる 
スタ ピラ イザ ー 用 の ミサ イル ポッ ド に は 、 代 奉 品 と 
し て 広域 天 減 飛 閑 弾頭 "ハマ ーD" が 内 蔵 さ れ て いる 。 


ーーr 


アキ ュ ア の 父 の 形見 で ある リボ ポル バー 銃 
ダー" を 改造 し た 銃 。 光 の 第 七 波動 を 解析 し 生ま れ 
た フォ トン レー ザー と 、 如 力 の 第 七 波動 を 解析 し 生 
まれ た グリ ー ド スナ ッ チ ャ ー の 2 モー ド を 切り 替え 
る こと が 可能 。 以 前 の アキ ュ ラ は ター ゲッ ト と な る 
能力 者 の 特性 に 応じ て さま ざま な 弾丸 を 事前 に 用 意 
する スタ イル を と っ て いた が 、 突 発 的 な 事態 に 玉 
か た め 、 今 回 の 装備 は 汎用 性 を 重視 。 弾 丸 の 所 
持 ス ペー ス を ブリ ッ ツ に 回 し 、 攻 撃 手段 を 2 種類 に 
絞っ て いる 

フォ トン レー ザー モー ド で は ダス トカ バー の 下部 
の マー キン グ 装 置 を 押し 付け る こと で 相手 に 特殊 な 
光 マ ー カ ー を 付与 。 マ ー カ ー は ボー ダー から 発射 
され た フォ トン レー ザー を 誘導 し 、 必 中 へ と 誘う 

対 能力 者 に お いて 絶大 な 効果 を 誇る グリ ー ド ス 
ナッ チャ ー モ ー ド は 、( 弾 丸 製 造 に お ける コス ト 的 
な 問題 も ある が ) 技 術 の 流出 や 対策 が と られ る こと 
を 恐れ 厳 入 な セー フ テ ィ が か けら れ て お り 、 減 多 な 
こと で は 使用 され な い 。 事実 、GV は 新しい プロ テ 
クタ ー に グリ ー ド スナ ッ チ ャ ー 対 策 を 施し て いた よ 
う で 、 以 前 ほど の 効果 は 得 ら れ な か っ た よう だ 


ドル 


き P.114 才 照 


上 タカ 


金属 を 探る ジブ リー ル の 第 七 波動 。 普段 は 赤い 液 
体 の 形 で 揉 り 、 必 要 に 応じ て 液体 を 金属 へ 変化 させ 
る 。 ジ ブリ ー ル の 趣味 柄 、 変 化 さ せる の は 失 問 器具 
で ある こと が 多い が 、 こ れ は 自身 の 被 上 性 の 裏返し 
な の か も し れ な い 。 血 中 の 鉄分 を 操る こと で 生物 に 
影響 を 与え る こと も 可能 だ が 、 他 人 に 対し て 使う 場 
合 は 実用 レベ ル と 呼べ る 程 で は な く 、 主 に ビー スト 
モー ド 時 は 自身 の 強化 に 用 いて いる 


1- ド チ ェ ンジ 


変身 し た ジブ リー ル は 皇 神 か ら 盗 用 し た 技術 を も 
と と し 、 人 金属 を 遠隔 操作 する "A( ア ルケ ミス ト ) モー 
ド " と 、 全 エネ ルギー を 自身 の 身体 強化 に 回 し た "B 
(ピー スト ) モ ー ド "を 切り 替え る こと が で きる 

A モ ー ド 時 の 彼女 は 全身 の 金属 装甲 を 硬化 する こ 
と で G7 メ ン バ ー 中 最高 の 防御 性 能 を 読 る が 、B モ ー 
ド で は 一 転 、 硬 化 の 分 の エネ ルギー も すべ て 速度 と 
攻撃 力 に 回 し 、 目 に も 止ま ら ぬ 速 さ で 高速 戦闘 を 行 
う 。 さ ら な る 奥の手 と し て 、 自 身 の 生命 カ す ら 西 
と し 、 す べ て の 力 を 解放 し た 暴走 形態 CC( ク ライ シ 
スピ ビー スト) モード" が 存在 し て いる が 、 こ の 形態 を 
と っ た が 最期 、 死 ぬ ま で 解除 する こと は で き な い 


| ウン 2 


生前 の シア ン が 第 七 波動 を 使う 際 に 現れ て いた 電 
子 の 謡 精 の ビジ ョ ン 。 本 質 的 に は シア ン と 同一 の 存 
在 。 シア ン が 無意識 下 に 望む 外見 や 性 格 を し て いた 
が 、 シ アン が 肉体 を 失っ た 際 に 人 格 続 合 が な され 
た 


上 還 馬 の ペンタ ント 

ョ ーー ーーー- 
生前 の シア ン か ら 贈 られ た 手作り の ペン ダン ト 

昔 い の 中 凶 弾 を 受け 、 無 残 に 変 珍し て いた が 、 シ ャ 
オ の 手 を 借り る こと で 修復 され た 。 修復 の 際 、 "フェ 
ザー 製 ベ ンダ ント" か ら 、 電 磁 結 界 " カ ゲロ ウ " の 機 

能 が 移 栖 さ れ た 模様 


上 困 暫 上 星 [ ラ セッ シ チ ャ イ ] 
超 冷凍 に よっ て 凍り つか せ た 相 手 を 一 刀 の も と に 
斬り 断つ スペ シャ ルス キル * 水 華 切 断 ( ヒ ョ ウ カ セツ 
ダン )"。 その 真 の 姿 が " 弘 雪 七 星 "で ある 。 決 死 の 覚 
悟 に より 極限 まで 高め られ た テン ジア ン の 第 七 波動 
は 能力 の 対象 範囲 を 拡大 させ 、 “空間 "や " 魂 "、 "時 間 " 
と いっ た 概念 すら も 水 の 内 に 閉ざし 、 凍 て つか せ 
る 。 そう し て 存在 ご と 凍てつい た 英 を 、 七 本 の 剣 に 
よる 連 撃 で 砕き 天 る 、 概 礼 殺し ・ 確 殺 の 秘 全 。 テン 
ジア ン が 死 の 淵 に 辿り 着い た 究極 の 絶 技 。 あ まり に 
強大 な 第 七 波動 は 使用 者 自身 を も 凍 て つ か せ 脆 化 さ 
せる た め 、 テ ンジ アン も 命 を 捨て る 覚悟 が な けれ ば 
株 り 出す こと は で き な い 。 ま さ に 諸刃 の 剣 で ある 


キッ ド 
液体 を 操る ニム ロ ド の 第 七 波動 。 過去 に 同一 の 第 
七 波動 を 持っ た 能力 者 の 事例 を 見 る に 、 本 来 は 液体 
で あれ ば な ん で も コン トロ ー ル 可能 な 第 七 波動 の は 
ず だ が ニム ロ ド が 扱う 第 七 波動 は 水 以外 の 不純 物 
が 多い 場合 、 影 響 カ が 著しく 落ち る 傾向 が 見 られ る 
た だ し 海水 は 除く )。 し か し 、 水 や 海水 を 扱わ せ た 
場合 、 史 上 発見 され た リキ ッ ド の 能力 者 の 中 で も 最 


- ワー ルド ハッ ク 


強 と いえ る 力 を 発揮 し て いる 。 こ れ は 、 本 人 の 大 雑 
把 な 性 格 と 海 を 愛す る 性 格 が 影響 し て いる も の と 思 
われ る 
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物質 を デー タ 化 し て 遠 了 地 に 転送 し た り 、 能 力 の 
範囲 内 で あれ ば テ セ オ が 組ん だ デー タ を 実体 化 させ 
た りす る こと が で きる テ セ オ の 弟 七 波動 。 そ の ほか 
に も 、 プ ログ ラム デー タ の 改ざん や 、 周 囲 の 空間 を 
* 電 左 化 "し 、 テ セオ の 支配 下 に 置く こと で 物理 法則 
すら 振 じ 曲げ る こと も 可能 。 あ まり 複 雑 な も の を 実 
体 化 きせ る こと は で き な い が 、 汎 用 性 の 高 さ から エ 
デン 内 部 で は 重宝 され て いる 。^ 電 子 の 許 精 "や " 革 
き 埋 赴 " と 同系 統 の 第 七 波動 と 思わ れる 
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SIAFF INIERVIEW 


本 書 の 発売 を 記念 し 、「 蒼き 雷 赴 ガ ン ヴォ ルト 」 シリ ー ズ の 主要 開発 スタ ッ フ に イン タビ ュー を 敢行 。 
「 ガ ン ヴ ォ ル ト 」 の 誕生 や 制作 に まつ わる 開発 秘話 を 語っ て いた だ いた 。( 文 中 敬称 略 


公式 ビジ ュ ア ル & 設 定 責 料 集 の 発売 と いう こと 
で 、 あ ら た め て | 状 き 雷 赴 ガ ン ヴ ォ ル ト | の 企画 が 立 
ちあ が っ た 経 締 か ら 聞か せ て くだ さい 。 


谷津 : [1 (蒼き 雷 吉 ガ ン ヴ ォ ルト )』 の 発売 は 2014 年 
に な り ま す が 、 津 田 の 中 で は 2011 年 の 科 辺 りか ら 
始ま っ て いた の で 、 企 画 に 着手 し て か ら 発 売 まで 3 
年 経っ て いる 作品 な ん で す よ 。 


津田 : さら に も と を 辿る と 、 克 津 か ら 「 イ ン テ ィ ・ ク 
リエ イツ 15 周 年 記念 作品 を 作り た い ] と いう 話 が あっ 
た の が きっ か け で す 。 結局 、15 周 年 (2011 年 ) に は 間 
に 合わ な か っ た の で 、 そ れ な ら 3 年 ぐら いか け て じ っ 
くり 作っ て も いい か な と 気楽 に 作り 始め た 記憶 が あ 
り ま す 。 当初 は ステ ー ジ も 3 面 く らい し か な い プ ロ 
ト タ イプ 的 な ゲー ム を 作ろ うと 考え て いた の で す が 、 
いつ の 間 に か 本 格 的 な も の を 作る 流れ に な っ て いま 
し た 。 章 津 か ら は 「 ど ん な ジャ ン ル を 作っ て も いい ] 
と 言わ れ て は いた も の の 、 イ ン テ ィ ・ ク リエ イツ と 
し て 出す の な ら 2D ア クシ ョ ン し か な い だ ろ うと 。 


荒木 : 自分 が チー ム に 入っ た 段階 で は 、 ボ ス や プレ 
イヤ ー の ネタ は か な り た くさ ん 描か れ て いる 状態 で 
し た 。 プ レイ ヤー が 銃 を 使う と いう 攻撃 方 法 も 決 
まっ て いた と 思い ます 


津田 ガン ヴォ ルト と いう 作品 は 、 私 が これ まで 
に 観 た り 聴 いた り 体 験 し て きた 数 多く の 晴 らし い 
湊 画 や アニ メ 、 ゲ ー ム と いっ た 作品 群 か ら イ ンス パ 
イア し て きた こと を 、 自 身 が 考え る ゲー ム 制 作 の メ 
ソ ッ ド に 乗せ て 組み 合わ せる こと で 、 こ れ ま で に な 
か っ た 面白 いも の を 造り 出 そ う と し て いま し た 。 な 
の で 誕生 と いう ペー ス 部 分 を 語る に お いて は 、 こ れ 
ら の 参考 に し た 作品 名 を 挙げ る の が 、 最 も 理解 し て 
綱 い や すい の で は な いか と 考え て 話 を させ て も らい 
ます 。 自 分 は 「 風 摩 の 小次郎 |( 作 車田 正美 ) と いう 
漫画 に 出 て くる 白 測 陣 ( び ゃ くう じん ) と いう 必殺 技 
が 好き で し て 。 企画 初期 の 段階 で は 、GV も 銃 で は な 
く 羽 で 攻撃 する アイ デア を 考え て いま し た 。「 風 魔 の 
小次郎 ! に は 項羽 と 電電 と いう キャ ラク ター が 出 て く 
る の で す が 、 そ の 2 人 の 攻撃 を くっ つけ て 、 投 げた 麗 
が 電気 を 帯び て いる よう に し た ら カ ッ コ いい の で は 
な いか と いう の が ガン ヴォ ルト の 攻撃 アク ショ ン の 
原点 で す 。 最 終 的 に GV の 武器 は 多 と な り ま し た が 


田井 : その 頃 、 津 田 が 「 主 人 公 を 夜 の 街 に 立た せ た 
ら カ ッ コ いい 」 と いう 話 を し て いま し た ね 


津田 : 「1」 は "と に か く カ ッ コ いい 主人 公 を 作る "と い 
う コ ン セ プ ト だ で 、 夜 の ビル 街 に 立つ 主人 公 
の 姿 を 最初 に 伝え て 、 そ こ か ら チ ー ム 全体 に イメ ー 
ジ を 膨らませ て も ら っ て いま す . 


田井 : 1 ステ ー ジ を 除き 、 す べ て の ステ ー ジ で 夜 が 
人 台 な の は それ が 理由 で す 。 た だ 、 そ の 話 が グラ 
フィ ッ ク チ ー ム に 伝わり きっ て いな く て 、1 つ だ け 


昨 間 の ステ ー ジ が で き て し まっ た ん で す よ 。 最 終 的 
に 直せ な か っ た の で 、 そ こ は 「 夜 だ けど 温室 の ドー 
ム 内 な の で 明る い 」 と いう 設定 を 作り 、 シ ナリ オ で 
* 夜 "と いう こと を 強調 し て いま す . 


荒木 : 当時 は チー ム に スタ ッ フ が 出 た り 入っ 
て いた の で 、 全 体 の 意思 大 通 を 図る の が 難し か っ た 
ん で す 。 チ ー ム に 加わ っ て 、1 ス テー ジ だ け 作 っ た 
ら 療 ける 、 ボ ス を 1 体 だ け 作 っ た ら 抜 ける 、 と いっ 
た 感じ で 制作 し て いて 。 い わ ば 社内 イン ディ ー 的 な 
立ち 位置 の 企画 で し た か ら 、 そ の 時 々 に 手 が 空い て 
いる スタ ッ フ が 入っ て 作っ て いる 感じ で し た 


津田 : この ゲー ム を 作る 根っこ 部 分 に お いて 、 私 自 
身 は いわ ゆる レト ロ ゲ ー ム が 大 好き な の で す が 、 そ 
の 面白 さ の テイ スト を 抜き 出し て 今風 に し て 伝え ら 
れ な いか 、 と いう 思い が あり まし た 。 そ も そ も 、 企 
画 当初 の 時 期 は 以前 より 20 ア クシ ョ ン ゲ ー ム は 下 
火 に な っ て いる 認識 が あっ た の で 、 ま ず は どう に か 
し て 子ども た ち を ユー ザー と し て 引き 込む こと が 
で き な い か を 考え て いた ん で す 。 と くに 「 ア クシ ョ 
ン ゲ ー ム は 難し い ] と いう 認識 を 何と か 崩し た く て . 
そん な 中 、 と りあ え ず プレ イヤ ー キ ャ ラ が ムチ ャ ク 
チャ 強い と いう 設定 に すれ ば ゲー ム も 簡単 に みえ 


る ん じゃ な いか ? と いう 単純 な 発想 か ら 、 グ ラ 
フィ ッ ク 失 当 に 「 今 回 は 、 強 く て 絶対 に 死な な い 主 
人 公 で す ] と いう 話 を し て いま し た 。14 歳 と いう 設 
定 な の も 、 小 学生 の 男子 が 感情 移 和 で き て カッ コイ 
イ と 思え る の が それ くら い の 年 齢 な の で は な いか と 
いう 意図 が あり ます 。 よく 使わ れ て いる 年 齢 設定 で 
は あり ます が 。 


ーー カッ コ い い 主 人 公 を 作る と いう コン セプト で 釘 
まっ た 「 ガ ン ヴ ォ ル ト | シリ ー ズ で す が 、 設 定 も その 
よう な 経 紳 で 生ま れ た の で し ょ うか 。 


津田 : 開発 の 初期 段階 の ミー ティ ング で 、 私 の 中 に 
あっ た イメ ー ジ を チー ム 全 員 に 伝え る た め に 、「 サ 
イキ ッ ク フ ォ ー ス 2012』( タ イト ー) の ゲー ム 画 面 を 
プリ ント し て 見 せ た こ と が あり ます 。「 イ ケ メ ン 少 
年 同士 が 戦う 趣 能 力 者 バト ル の ゲー ム が 作り た い ] 
と 言っ た ら 、 ス タッ フ に 引か れ た の を 覚え て いま す 。 


荒木 :「 サ イキ ッ ク フ ォ ー ス 」 の イメ ー ジ だ と いう の 
は 伝わり まし た が 、 あ る 日 突然 、 既 存 作品 の キャ ラ 
クタ ー を 見 せら れ て 「 こ うい う 感じ の イメ ー ジ で 作 
り た い ] と 言わ れ た と き は 、 一 豚 み ん な 戸 憩 っ て ま 
し た ね ( 笑 )。 


津田 : これ も 初期 段階 の イメ ー ジ で す が 、 同 じ く タ 
イト ー の [ナイ トス トラ イカ ー』( タ イト ー) の 世界 観 
や 疾走 感 な ん か も 参考 に し て ほし いと 伝え て まし 
た 。 田 井 が 話し て くれ まし た が 、 月 夜 の サイ バー な 
ビル 街 を 駆け 抜け る 電撃 の 超 能力 者 っ て めっちゃ 
カッ コ い いん じゃ な いか な と 思っ て 。 


田井 : 優 ら 企画 担当 に は 、「 キ ャ ノン ダン サー]( ミ ッ 
チェ ル ) の イメ ー ジ と も 言っ て いま し た よね 。 


津田 : それ も あり まし た ( 笑 )。 アーケード ゲー ム の 
2D ア クシ ョ ン な の で す が 『 キ ャ ノン ダン サー』 と い 
う 、 プ レイ ヤー キャ ラク ター の アク ショ ン が めちゃ 
カッ コ よ く て 滑ら か で 細か く て パタ ー ン 数 が 多く 
て 、 と に か く ス ゴイ ん で す よ 。 


田井 : 味方 に 裏切ら れ て 何 が 蔵 な の か わか ら な いと 
いう シナ リオ 構造 は 、 そ の と き の 話 の イメ ー ジ が 
残っ て いま すね 。 


津田 :「 キ ャ ノン ダン サー] を 作ら れ た 四 井 浩一 さん 
の シナ リオ は 、 セ リフ の ひと 言 、 ひ と 言 が 不 思 講 と 
頭 に 残る ん で す よ 。 そ れ が すご く よ か っ た の で 、 田 
井 に 「 語 が つなが っ て な く て も いい か ら 、 セ リフ を 
全部 名 言 に し て ほし いと お 願い し まし た 。 


田井 : こん な 感じ で 津田 が ムチ ャ クチ ャ な こと を 
言っ て くる の で す が 、 そ れ な ら こ っ ち も 「 ま あ 、 や っ 


て み ま し ょ うか ] と ( 笑 )。 


一 一 今 の お 話 か ら す る と 、 一 番 最初 に 生ま れ た キャ 
ラク ター は 主人 公 の GV で すか ? 


津田 : は い 。 一 番 最 初 に 考え た の が 主人 公 の GV で す 。 
最初 か ら 電撃 を 使う 主人 公 と いう 設定 は あっ た の で 
す が 、 ど う や っ て イン パク ト を 与え る か と いう 部 分 
で 全員 に 案 を 出し て も ら っ て 考え まし た 。 デ ザイ ン 
は 、 荒 木 が 描い た キャ ラク ター 実 の * お さげ "が コン 
セン ト の イメ ー ジ だ と いう こと に ビビ ッ と き て 、 こ 
れ で 行こ うと 決め た 記憶 が あり ます 。 


荒木 : そこ は 狙っ て 描き まし た 。 イ ン テ ィ ・ ク リエ 
イツ の 特徴 と し て 、" 揺 れ 物 * と いう キャ ラク ター の 
後ろ で 援 れる 物 を 付け る デザ イン が 多い の で す が 、 
そこ に も うま く ハ マ っ た の で は な いで し ょ うか 。 


津田 : それ に 加え て 、 学 ラン を 着 て いる イメ ー 
も 入れ て も ら っ て ます 。 自 分 は 『 リ ング に か けろ 』 
( 作 車田 正美 ) や 「 風 性 の 小次郎 」 が 戦っ て いた 頃 の 
ジャ ンプ 世代 の 人 間 な の で 、 少 年 らし さ の 象徴 と し 
て 学生 服 の イメ ー ジ が 芝 し か っ た も の で ……。 ボ ポス 
の ほう に は 「 可 闘士 星矢 」( 作 車田 正美 ) の イメ ー ジ 
も 入っ て いま す 。 ポ ボス が 変身 する の は 、 星 矢 が 避 衣 
(クロ ス ) を 着る よう な イメ ー ジ で すね 。 


礁 津 : それ 全部 、 車 田 正美 先生 の 作品 じゃ な いで す 
か ! 


荒木 : いや いや 、『 超 人 ロッ ク 】( 作 一 聖 邊 紀 ) の | 
も あっ た は ず で す よ 。 津田 は 、 裏 の テー マ と し て 
人 ロッ ク ] と 『 コ ブラ ]( 作 寺沢 武 一 ) の イメ ー ジ も 
入れ た いと 言っ て いま し た 。 


津田 : 「 コ ブラ の 影 び が 出 て いる の は 、 ど ちら か と 
いえ ば 『 爪 (蒼き 雷 直 ガ ン ヴォ ルト 爪 )」 の ほう で す 
ね 。 主 人 公 を コブ ラ み た いな キャ ラク ター に し た い 
と いう より も 、 ヒ ロイ ン を エピ ソー ド 毎 
と いう 発想 が その 1 つ で す 。「『 コ ブラ 」 の よう に カッ 
コ よ く て 、 ヒ ロイ ン が 毎回 変わ る よう な 物語 に し た 
いと 。 そ も そ も 超 能力 バ トル に し よう と 考え た の は 
超人 ロッ ク ] の 影響 で すし 、 イ ン デ ィ ー 的 な 企画 作 
品 と いう こと で 、 イ ン デ ィ ー ゲ ー ム の ノリ で 自分 の 
好き な も の を 全部 スタ ッ フ に 伝え まし た 。 


田井 : 開発 中 、 社 内 に ずっ と [超人 ロッ ク 」 の 単行 本 
が 積ま れ て いま し た ね 。 ほ か の スタ ッ フ は 読ん で い 
た よう で す が 、 自 分 は 読ん だ 影響 で シナ リオ が 『 超 
人 人 ロック] その も の に な っ て し まう と いけ な い の で 、 
未だ に 読め て いな いん で す よ 。 


津田 : [超人 ロッ ク ] は 不老 不死 の 最強 エス パー な の 
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イン ティ ・ ク リエ イツ の 取締 役 副 社 長 。 蒼き 雷 霊 
ン ヴ ォ ル ト 」 シリ ー ズ の 原作 と ディ レク ショ ン を 担当 。 


182 開発 スタ ッ フイ ンタ ビュ ー 


で す が 、GV も 最終 的 に は それ くら い の 超 人 に な っ 
て いく 話 に し た いと 制作 の 初期 段階 で は 考え て いま 
し た 。 


田井 : 1』 の と き に 、 新 た な る 神話 と いう キャ ッ チ 
フレ ー ズ を つけ た の も そう いう 意味 合い が あり まし 
た 。 た だ 、 最 初 は その つも り で 書い て いた の で す が 、 
本 当 に 超人 に し て し まう と ゲー ム に な ら な い の で 。 


花 か ら 尋 ヘ ーー、 モ ルフ ォ の デザ イン 経緯 


ーーGV の 設定 が 固まっ た 次 は どこ に 手 を つけ られ 
た の で し ょ うか ? 


津田 : GV の 次 は 、 デ イト ナ な どの ボス で すね 。 最 
初 に ボス の ドッ ト を 打 た な いと 制作 が 進ま な いと い 
うこ と で 、 ポ ボス の 戦闘 形態 の デザ イン か ら 手 を つけ 
て いま す 。 も ちろ ん 、 そ の 間 も 畠 山 さ ん に は ヒロ イ 
ン の デザ イン を 考え て も ら っ て いま し た が 。 


箇 山 : 自分 は その 間 、 ヒ ロイ ン の デザ イン を どう す 
る か 悩ん で いま し た 。 花 が モチ ー フ と いう 話 を 聞い 
て いた の で す が 、 モ ヤ っ と し た イメ ー ジ だ け で 取っ 
掛か り が な く て 


津田 : ヒロ イン に 関し て は 、 歌 を 入れ た いと いう ア 
イデ ア が 最初 か ら あ り ま し た 。 特撮 ヒー ロー 作品 で 
怪人 に トド メ を 刺す と き に テー マ 曲 が 流れ る と 、 テ 
ンション が 上 が る じゃ な いで すか 。 そ れ を ヒロ イン 
と 結び 付け て 、 ゲ ー ム で うま く 再 現 で き な い か と い 
ろ い ろ 探 っ て いた ん で す よ 。 な の で 最初 ほ き ク ケー ドス 
が た まる と 歌 が 流れ る と いう 仕様 は な く て 、 体 力 が 
な く な っ て 死ん で し まっ た と き 、GV が ヒロ イン に 
よっ て 復活 し た と き に 渡れ る 曲 を 歌 と し て 用 意 
し て も ら っ て いま し た 。 花 が モチ ー フ と いう 話 に つ 
いて は 、 ヒ ロイ ン に 花 を プレ ゼン ト す る と 、 ヒ ロイ 
ン の 部 屋 と か 頭 に 飾っ て ある 花 が 、 い つの 間 に か プ 
レ ゼ ント し た 花 に 差し 替わっ て 、 復 活 し た GV に バ 
フ さ れる 能力 や 歌 が 変わ る と いう アイ デア が あり ま 
し て 。 で す が 、 寺 えた 末 に その 案 は 没 に な り ま し た 。 


香山 : その アイ デア か ら 、 花 を モチ ー フ に いろ いろ 
な デザ イン 案 を 出し た の で す が …… ど れ も パ っ と し 
な く て 若 労 し まし た 。 


津田 : その 間 に ボ ス の 名 前 が 決ま っ て いま す 。 ポ ボス 
の 名 付け の 由来 は スー パー カー な の で す が 、 こ れ は 
リッ チ 感 を 出し た か っ た か ら で す ね 。 斉 秦 な イメ ー 
ジ で あれ ば な ん で も よかっ た の で 、 最 初 は 高価 な 楽 
器 か ら と いう の も 考え まし た が 、 カ ッ コ よさ と スタ 
イリ ッシュ さか ら ス ー パ ー カ ー の 名 前 を 参考 に させ 
て 綱 い まし た 。 ボ ポス の 名 前 が 決ま っ て 、 ヒ ロイ ン の 
正式 名 称 を 考え る 流れ と な っ た で す が 、 あ る と き モ 
ルフ ォ と いう コン セプト ・ バ イク を ふと 思い 出し て 、 
ああ これ が いい か も と 。 モ ルフ ォ 自 体 が 青い パイク 
に で 、 青 か ら イ メー ジ で きる も の と し て 少女 
の ほう を シア ン と 名 付け まし た 。 ゲ ー ム の イメ 
カラ ー を 青 系 に し た か っ た の で ビッ タリ だ な と 。 


晶 山 : バイ ク の 名 前 だ と は 知ら な か っ た で すね ( 笑 )。 
自分 は 名 前 を 聞い て か ら 調 べた の で 「 モ ルフ ォ 農 ] の 
イメ ー ジ だ と 思っ て いま し た 。 蝶 は 複 活 の 象徴 で あ 
る と いう 話 も あっ た の で 、 歌 で プレ イヤ ー を 復活 さ 
せる シス テム と も ハマ り 、 な る ほど な と 。 そ こ か ら 、 
や っ と 筆 が 走り 始め た 感じ で す 。 


荒木 : 青い 尋 の イメ ー ジ に 至る まで の ぼん や り し た 
期間 は 、 体 感 的 に も すご く 長 か っ た で すね 。 自 分 は 
その と き 背 景 を 担当 し て いた の で す が 、 津 田 か ら 「 モ 
ルフ ォ は 軍 の プロ パガン ダ 的 存在 で ある ] と 言わ れ 
た 畠山 さん が 、 デ ザイ ン に 四苦八苦 し て いた 印象 が 
あり ます ( 笑 ) 


便 山 : 初期 イメ ー ジ か ら 最 終 的 な モル フォ の デザ イ 
ン ペ ー ス に た どり 着く まで 、 だ いぶ 間 が 空き まし た 
旦 中 断 し て 半年 くら い 放置 し な が ら ボ ポス な ど 
を 作り 、 名 前 が 決ま っ て か ら 戻 っ て きた 感じ で す 


津田 : な の で 最初 に 任天堂 さん に 出し た 企画 書 で は 、 
今 と 全然 違う モル フォ の 姿 が 描か れ て いま す ( 笑 ) 


剣 津 : 試作 品 を 作っ た と き の タ イト ル 画 面 も その 絵 
で し た 。 任天堂 さん に 試作 品 を 編集 し た ムー ビー を 
提出 し た の で 印象 っ て いま す . 


津田 : Gv の デザ イン は 、 こ の と き に 提出 し た も の 
か ら ほ ぼぼ ぽ 変 わっ て いな いで すね , 


島 山 : 最初 の ほう に 描い た GV は 発 木 さん が 描い た 
も の に 近かっ た の で す が 、 こ れ は 絵 を 荒木 さん に 寄 
せよ うと 思っ て いた 時 期 が あっ た か ら で す 。 無 理 
だ っ た の で 最終 自分 の 絵 怖 に し て いま す 


デザ イン 先行 で 進ん だ 異例 の 制作 体制 


先ほど と 、 ボ ポス は 戦闘 形 台 の デザ イン か ら 始 まっ 
た と いう お 話 が あり まし た が 、 ボ ポス の 攻撃 手段 な と 
は その 前 か ら 決ま っ て いた の で し ょ うか ? 


荒木 : 自分 と 畠山 さん が チー ム に 入っ た 時 点 で 、 ポ 
ス の ネタ 自体 は か な り 出 て いた 状態 で し た (P.093 参 
照 )。 セ つの 大 罪 を モチ ー フ に する 案 が 採用 され た 
の は 、2011 年 当時 、 題 材 と し て 扱っ て いる 作品 が 
それ ほど な く 、 か つ 中 二 っ ぽく て カッ コ い いも の を 
考え た と き に 、 七 つの 大 罪 が ちょ うど よかっ た ん で 
す 。 八 つの 大 罪 の 案 も あっ た の で す が 、 ボ ス を 8 体 
に し て し まう と 『 ロ ッ ク マ ン 』( カ ブ コ ン ) シリ ー ズ と 
同じ だ と 言わ も れ て し まう だ ろう と 思っ た の で 七 つ の 
大 罪 の ほう に し よう と ( 笑 )。 も ちろ ん 、 物 量 的 な 問 
題 も あり まし た が , 


畠山 : 変身 前 の デザ イン は ミー ティ ング で 出 た イ 
メ が その まま 通っ た も の も 多い で す が 、 変 身 後 
は か な り ブ ラッ シュ アッ プ し まし た 。 こ の と き 、 と 
くに 印象 に 残っ て いる の は 、 津 田 さ ん か ら 真 っ 黒 に 
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し て ほし いと いう 指定 が あっ た こと で すね . 


荒木 : 聖 関 土 っ ぼ い イメ と 聞い て いた の で 、 
黒い アー マー に 各 ボ ス 固 有 の カラ ー を 入れ て は どう 
か と いう 話 を 提案 し た 記憶 が あり ます 。 あ と は 、 津 
田 か ら 「 変 身 物 だ けど 顔 を 隠さ な いで ほし い ] と も よ 
く 言わ れ ま し た 


津田 : ゲー ム で は ドッ ト 絵 な の で 顔 が 見 えな い デ ザ 
イン だ と ロボ ポッ ト っ ぽく 見 えて し まう か も と 諸 意 し 
て て 、 あ と 少年 同士 の 能力 者 バト ル に し た か っ た の 
で 、 イ ケ メ ン に し て 上 顔 を 出し て ほし いと オー ダー し 
まし た 。 


荒木 : ボス は 、 そ こ か ら 二 転 三 転 し て いま す 。 最 初 
ディ トナ は 銃 を 持っ て いた の で す が 、 慎 起 の キャ ラ 
な の に 間合い を と っ て 銃 を 撃つ の は 面白 く な い の 
で 、 接 近 し て 突撃 する 猪突 猛 進 系 の キャ ラ に し た 思 
い 出 が あり ます . 


田井 : 企画 側 と し て は 、 七 つの 大 罪 は 厳し い 締り で 
し た ね 。 会議 を 開く た びに 「 こ の 動き は 情 圭 っ ぽく 
な い ! 」 と か 言わ れる ん で す よ 。「 情 起 っ ぽい 動き っ 
て な ん だ !2] と 毎回 考え させ られ た ィング で し 
た 。 た と えば デイ トナ の サン シャ イン ノヴァ は 、 画 
面 狭し と 弾幕 が 出 て くれ ば 到 っ て る よう に 見 える だ 
ろう と いう こと で 作ら れ た 技 で す 。 こ うい うと 語 笛 
が ある か も し れ ま せん が 、[1| を 作っ た と き は 、 面 
白く な い 攻撃 で も いい か ら 画 面 を 派手 に し て ほし い 
と 言わ れ て いた ん で す よ 。 だ か ら 、 ス トレ ー ト に 画 
面 栄 えす る 派手 な 必殺 技 に な っ て いま す 。 エ リー ゼ 
の 場合 は 始 の キャ ラ な の で 、 片 方 だ け を 相手 に し 
て いる と 強く な っ て し まう な ど 、 そ うい っ た コン セ 
プ ブ ト を ボス の 攻撃 パタ ー ン に 落と し 込ん で いま す , 


荒木 : じつは 『1」 も 『 爪 も 、 ど ちら も デザ イン の あ 
と に キャ ラ 設 定 を 作っ て いま す 。 全員 先 に デザ イン 
を 決め て 、 そ こ に キャ ラ の 性 格 や 言動 、 攻 撃 パタ ー 
ン を 乗せ で いる の で 、 あ と か ら 「 こ いつ は こう いう 
キャ ラク ター だ っ た の か ! ] と 知る こと も 多かっ た 
で すね 


田井 : そこ は [1」 で か な り 頑 張っ た 部 分 
て いま す 。 デ ザイ ン か ら 始 ま 
クタ ー 性 が か み 合っ た も の に し 
な が ら 作 っ て いま し 


自 催し 
話 と 動き と キャ ラ 
た い 、 と ずっ と 考え 


荒木 : 基本 的 に は グラ フィ ッ ク の 人 間 だ け で 集まり 、 
この ポス は どう いう キャ ラク ター な の か 、 色 歌 や 強 
欲 は どう いう 攻撃 な の か 、 と いっ た アイ デア を 出し 
て か ら 作っ て いま し た 。 そ うい う 意 味 で は 、 通 常 の 
ゲー ム 制 作 と は 逆 の や り 方 で 作っ て いま す 。 
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田井 利明 g 


イン ティ ・ ク リエ イツ の ディ レク ター。「 着 き 雷 直 ガ ン 
ヴォ ルト 」 シリ ー ズ の 企画 と シナ リオ を 担当 。 


津田 : 「1] の 頃 は 、 ゲ ー ム 性 より も デザ イン 性 の ほ 
う が 求 め ら れ て いる タイ ミン グ だ と 思っ て いま し 
た 。 イ ン テ ィ ・ ク リエ イツ の スタ ッ フ 陣 は 真面目 な 
人 ば か りな の で 、 先 に 設定 や 仕様 を 固め て し まう と 、 
整合 性 を 取る た め に 論理 的 じゃ な い 部 分 を 切っ て し 
まう 傾向 が ある ん で す よ 。 た と えば 、 平 坦 な 場所 で 
左右 に 動く だ け の 疫 な ら 、 機 動 部 分 は キャ タビ ラ で 
いい と デザ イン か ら 脚 を 外し て し まう 。 そ れ は ウチ 
の いい と ころ で も ある の で す が 、 こ じん まり と し て 
し まう 部 分 で も あっ た の で 、「 今 回 は と に か く 、 あ 
まり 深く 考え ず に カッ コ い い デ ザイ ン に し て くだ 
い 」 と 、 デ ザイ ン 垂 視 で 作っ て も ら え る よう に 頼み 
まし た 。 


彰 津 キャ ラク ター も の の ゲー ム を 作る よう な 感覚 
で すね 。 イ ン テ ィ ・ ク リエ イツ で は 版権 の キャ ラク 
ター か ら ゲ ー ム を 起こ す 企画 を よく や っ て いる の 
で 、 そ こせ は 問題 な く で きた と 思っ て いま す 。 


津田 : ミー ティ ング で は 「 ゲ ー ム は 面白 く な く て も 
いい か ら デ ザイ ン を 優先 し て ] と 言っ て は いま し た 
が 、 か と いっ て つま ら な い ゲ ー ム に な っ て し まう か 
も と いう 心配 は し て いま せん で し た 。 ウチ で 2D ア 
クシ ョ ン を 作る の だ か ら 、 絶 対 に 面白 く な る は ず だ 
と 確信 し て いた の で , 


田井 : いい 意味 で いえ ば 、 ス タッ フ を 信頼 し て くれ 
て いた の だ と 思い ます ( 笑 )。 津 田 の よう な 言わ れ 方 
を する と 、 僕 ら も 「 何 言っ て る ん だ 。 絶対 面白 くし 
て や る そ ] と 頑張 る の で 、 そ れ が か えっ て よかっ た 
の か も し れ ま せん 。 


會津 : その 代わ り 、 時 間 は か か り ま し た 。 私 は プロ 
デュ ー サ ー な の で 、 や る こと は 予算 の 計算 と 完成 し 
た あと に どう 売っ て いく か と いう 宣伝 が 主 じ ゃ な い 
で すか 。 だ か ら 、 完 成 を 待っ て いた の で す が 一 向 に 
出来 上 が っ て こない ん で す よ ! ( 笑 ) 今日 は ボス の 
擦り 合わ せ を し ます と 言わ れ て 、 会 議 が 終わ っ た あ 
と に 進捗 を 聞い た ら 全 然 進ん で いな い 。 そ ん な 状態 
が ずっ と 続い て いて 、 ボ ポス 1 体 の 仕様 を 決め る の に 3 
カ月 以上 か か っ た スト ラ ト ス の よう な キャ ラク ター 
も いま し た 。 デ ザイ ン か ら 作っ た こと が 原因 で も あ 
る の で す が 、「 ガ ン ヴ ォ ル ト | シリ ー ズ は イン ティ ・ 
クリ エイ ツ の 中 で も 自費 出版 の よう な 形 で 作っ て い 
る の で 、 本 当 に 手 が 空い た 人 が 手 の 空い た タイ ミン 
グ で 作っ て いる こと も 理由 で す 。 と くに [ 爪 | の と き 
は 、 い ろ い ろ な ゲー ム の ディ レク ター 級 の 人 が 参加 
し て いた の で す が 、 長 いこ と ゲー ム を 作っ て きた 手 
練 れ の ディ レク ター た ち で も 一 発 で は 仕様 が 通ら 
ず 、2 カ 月 、3 カ 月 と か か っ て 、 社 内 で は 全員 が ガ 
ン ヴ ォ ル ト ] の ボス は 大 変 だ ] と 言っ て まし た 。 


津田 : で も 、 自 分 が 作っ た メラ ク は 一 発 で OK で し 


た よ 。 


奄 津 : それ は 、 あ な た が OK を 出す 側 だ か ら で し ょ ! 
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津田 : と は いえ 、 メ ラク も 仕様 書 と 最終 的 に 出 て き 
た バー ジョ ン と で は 全 閑 遣 うん で す よ 。 制 作 作業 に 
2 カ月 くら いか か っ て いて 、 プ ログ ラマ ー が か な り 
苦労 し て いま し た よ 。 メ ラク は ワー ム ホ ー ル が 特殊 
な 表現 を し て いる の で 、3DS か ら Switch に 移植 する 
と きも か な り 若 労 し た みた いで す 。 


箇 山 : デザ イン 面 で いえ ば 、 メ ラク は ネタ 出し の 段 
購 か ら 育 が 低い キャ ラク ター な の で す が 、 椅 子 に 
座っ て いる の は 電 情 の イメ ー ジ か ら 来 て いま す 。 意 
け 者 な の で 、 椅 子 に 座っ た まま 何 も せ ず に 椅子 だ け 
が 動く と いう アイ デア を 出し まし た 


津田 : ボス は イケ メン を た くさ ん 入れ て ほし いと 束 
ん だ の で 、 パ リエ ーション の 1 つと し て よかっ た と 
思い ます 。 畠山 さん の 絵 を 見 た と き に 、 メ ラク は 絶 
対人 気 が 出る だ ろう と いう 話 を 彼 と し て いま し た 。 


田井 : じつは メラ ク は 当初 、 電 車 の 上 で 温 う オー ブ 
ニン グ の ボス に な る 予定 だ っ た ん で す よ 。 自 分 が 言い 
出し た こと で は ある の で す が オ ー プ ニン グ ボ ス で は な 
く な っ た の で 、OVA 版 で オー プ ニ ン グ ボ ス に 戻し た 
と いう 社内 の 人 に し か わか ら な い 経 紀 が あり ます 。 


津田 : オー プ ニ ン グ ス テー ジ を 試行 鐘 雇 し て 作っ た 
ら 、 長 く な っ て し まっ た の で 、 ボス 載 を 外し て し まっ 
た と いう 事情 で す 。 オ ー プ ニン グ の 最後 に ゲー トモ 
ノリ ス を 壊す の は 、 そ の 名 残 で すね 。 初 期 案 の マッ 
プ で は 、 あ の あと に メラ ク と 戦う 予定 が あり まし た 。 


王道 的 展開 と 今どき の ヒー ロー 像 


- ボ ス の 中 で も 革 電 た け は 名 前 が 漢字 で 、 葉 装 も 
七宝 諸 と は か な り 違 う 印 氏 で す が 、 彼 の コン セプト 
に つい て 教え て くだ さい 。 


重 山 : 紫電 は | バビ ル 2 世 |( 作 横山 光 交 ) が モチ ー 
フ に な っ て いま す 。 だ か ら 、 徒 の 第 二 形態 は 巨人 
で 鳥 と ヒョウ が お 供 と いう 組み 合わ せ に な っ て いま 
す 。 津田 さん の 中 で の 最強 の 趣 能力 者 と いえ ば バビ 
ル 2 世 だ と 。 そ の イメ ー ジ が あっ た の で 、 服 装 も 学 
ラン っ ぽく な っ て いる ん で す 。 


田井 : 紫電 の 和風 要素 は 、 僕 が 制作 の ラス ト 1 年 く 
らい で チー ム に 入っ た と き に 強引 に 入れ た も の で 
す 。 そ の 時 点 で サイ バー パン ク と いう 話 は あっ た の 
で す が 、 何 か も う 1 つ 特 色 を 加え た いと 思っ て いま 


し た 。 チ ー ム に 話 を 剛 い て いた ら 、 皇 神 や モル フォ 
の 着物 っ ぼ ぽい デザ イン が あっ た の で 和風 要素 を 入れ 
よう と 。 そ う 考え て 、 ラ ス ボ ス だ け は 漢字 の 名 前 で 
紫電 に な っ て いま す 。 彼 は 当初 、 社 長 と いう 名 前 し 
か な い キ ャ ラ だ っ た の で す が 、「14 歳 で 社長 は な い 
で し ょ う ]」 と 主張 し て 格下 げ し た 経緯 が あり ます 。 


荒木 : 田井 の ひと 言 で 、 紫 電 は 社長 か ら プ ロジ ェ ク 
トリ ー ダ ー ま で 降格 し た ん で す よ ね 。 


津田 : 開発 当初 [ラス ボス を 生き 別れ の 兄 に し て 
ほし い 」 と いう 話 も し て いた の で す が 、 田 井 か ら 今 
どき あり 得 な いと 言わ れ て ……( 笑 )。 自 分 も と の シ 
リー ズ が 始ま っ て か ら 最 近 の ライ トノ ベル も 何 地 か 
読み 込ん で わか っ た 気 に な っ て いた の で す が 、 自 分 
より ライ トノ ベル に ずっ と 詳し い 田井 が 入っ て き て 
「 全 部 ダサ い 」 と 言わ れ 、 ア キュ ラ な どの 設定 が いろ 
いろ と 追加 され て いま す 。 


田 井 : そこ まで 言い まし た っ け ?( 笑 ) 津田 の 案 で 
は 生き 別れ の 兄 が アキ ュ ラ だ っ た の で す が 、 名 前 だ 
けい た だ いて 設定 は 変え る こと に し まし た 。 


葉 木 : 「1」 は 、 組 織 の 中 で 戦い を が ら 葛 藤 す る と い 
ラ う ス トー リー で 作っ て いた の で す が 、 田 井 が 入っ て 
き て 「 そ うい う の は 今どき 流行 ら な い 」 と 一 忠 さ れ て 
ボー イミ ー ツ ガー ル に な り 、GV も 組織 の 外 に 行く 
人 に な り ま し た 。 


津田 : 「 組 織 に 務め る 俺 カッ コ い い ] と いう 感じ に し 
た か っ た の で す が 、 ラ イト ノベル 的 な シナ リオ に し 
た い の な ら 、 組 織 に 居 続 ける 主人 公 と いう の は 絶対 
合わ な いと 言わ れ ま し て 。 


津田 か ら は 「 正 義 と 悪 が 反転 し て 、 じ つ は GV 
だ っ た ん だ 」 と いう スト ー リ ー に し た いと 言わ 
で す が 、 シ ンプ ブル な 著 醒 論 で は な く 、 も う 一 
歩 路 み 込ん だ も の に し た く て 、 こ の 作品 に お ける 正 
義 と は 何 か を 考え た と き に 、 そ れ は "自由 * か な と 。 
今 の 世の中 っ て 規制 が 行き 過ぎ て て 、 子 ども た ち も 
息 知 し さ を 感じ て いる と 思っ た ん で す よ 。 そ ん な 子 
ども た ち が 昼 れる も の を 考え た ら 、 自 由 の た め に 昔 
う ヒ ー ロ ー 像 …… こ れ は 、 あ くま で 僕 が 思っ て いる 
ヒー ロー 携 で ほ あ り ま す が 、 組 織 の 上 か ら 言 われ 
て 「 ハ イ 、 や り ま す ] と いう ヒー ロー は 、 ア クシ ョ ン 
ゲー ム の 操作 キャ ラ と し て あま り カ ッ コ よく な い の 
で は ? と いう 話 を 最初 の ころ に し て いま し た 。 


荒木 : 根本 的 な 話 か ら 変 わっ て し まっ た の で 、 全 員 
ぶっ 飛び まし た ね 。 今 と な っ て は あり が た いで す が 」 
すご いや つが 入っ て きち ゃ っ た な と ……-。 


田井 : 「 全 セリ フ を 名 言 に し て くだ さい 」 と いう 無茶 
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ぶり を され た ら こ うな り ま す よ ! ( 笑 ) 整合 性 を 考 
え ず に カッ コ よ くし ろ と 言わ れ た の で 、 そ れ な ら 「 俺 
は 組織 を 知 め る ! ] と いき な り 言っ た ほう が か っ こ 
いい だ ろう と 。GV は それ くら い 言 う や つ な の だ と 、 
最初 に ぶち か まし て お く こ と で 、 自 分 の 中 で 踏ん 切 
り を つけ る 意味 も あり まし た 


津田 : 自分 が 書い た シナ リオ で ほとん ど 変 わら ず 使 
われ て いる の は 、 電 磁 ム チ を 打っ て くる 変態 の オジ 
サン の と ころ ぐら いで す が 、 彼 は 健 山 さん の 絵 と 声 
優 の 牧野 秀紀 さん の 名 演 の お か げ で 変 に 人 気 が 出 で 
し まっ て 、 一 疲 の ファ ン の 方 か ら 何かと ネタ に 使わ 
れる の で どう し よう か な と 困っ て いま す ( 笑 )。 


何 津 : 変態 の オジ サン は 、 な ぜ か 海外 で も 人 気 が あ 
る ん で す よ 。 


津田 : アク ショ ン ゲ ー ム で 細か い 説 明 は し た く な い 
の で 、 主 人 公 が ビン チ の 場面 か ら 始め た か っ た ん で 
す よ 。 雷撃 だ か ら 電 気 に 強 く 、 カ ワイ イ か らい じ め 
た く な る と いう 話 を し て 、 主 人 公 は カワ イイ 、 カ ッ 
コ い いと いう こと を 見 せ た か っ た 。 そ こ か ら ざ っ く 
り と し た スト ー リ ー を 作っ て いっ た ら 、 変 態 の オジ 
サン が 狂 り 歩き し ちゃ いま し た ( 笑 )。 


田井 : 子ども 向け の アニ メ で も 、 ち ょ っ と 変態 っ ぽ 
い 悪役 と いう の は よく 出 て きま すし 、 子 ども ウケ す 
る キャ ラク ター だ と 思い ます 


荒 木 : で も 、 さ す が に 拓 問 部 屋 を 描い た ら 没 に な り 
まし た 。 三角 木馬 な ども 描い て いた の で す が 、 そ れ 
こと で 普通 の 倉庫 に な っ て いま す 


は ヤバ イ と い 
( 箕 )。 


: スタ ッ フ は 子ども 向け だ と 言っ て いま す が . 
あの シー ン は CERO の レー ティ ング が 上 が っ た 要因 
だ と 思っ て いま す よ ( 笑 )。 


津田 : つか みさ えよ けれ ば みん な 遊ん で くれ る と 
思っ て いた の で 、 い い 感 じ に な っ た と 思っ て いま す 


先ほど と 、 ア キュ ラ は 田井 さん が 入っ て か ら 、 い 
ろ い ろ と 設定 が 付け 加え られ た と いう 話 が あり まし 
た が 、 ア キュ ラ に 関し て 詳し く 教え て くだ さい 。 


田井 : アキ ュ ラ は 、 聖 職 者 と 特撮 の ライ バル ヒー 
ロー の イメ ー ジ で す 。 誕生 し た 経 紀 と し て は 、 主 人 
公 の ライ バル が 必要 だ と 考え た か ら で す ね 。 さ ら 
話 も 膨らむ の で ライ バル の 立ち 位置 は 第 三 勢 力 に し 
よう と 決め まし た 。GV は 「 子 ども が 好き そう な ヒー 
ロー 像 」 を 描い て いた の で 、 ラ イ バ ル は 自分 が 好き 
を 特撮 ヒー ロー 父 を 全部 1 つの 鍋 に 入れ て 衝 詰 め た 
よう な キャ ラク ター に し て いま す 。 畠山 さん に は 「 要 
職 者 モチ ー フ で 、 相 手 を 化け 物 と 断じて 戦う キリ ン 
グマ シー ン み た いな ライ バル 」 と いう 話 を し た 記憶 
が あり ます ね 。 


畠山 : デザ イン モチ ー フ と し て は 、 ア キュ ラ は 騰 士 
で すね 。 聖職 者 と いう 話 か ら テ ンプ ブル 騎士 団 に つ な 
が り 、 そ こ か ら 黒 と 青 で 構成 され た GV と は 正反対 
の 白 と 赤 で 騎士 っ ぼ ぽい キャ ラ と いう こと が 決ま り ま 
し た 。 あま り 悩 むこ と も な か っ た で すね 。 盾 を 持っ 
て いる の も 騎士 が モチ ー フ だ か ら で す 


介 津 : デザ イン を 見 た と き に カッ コ よ く て 、 コ レ は 
いけ る と 確信 し まし た 。 最 初 は 胸 当 て の と ころ に 赤 
い 線 も 入っ て いま し た ね 。 


畠山 : 本 当 は 十字 架 を 入れ た か っ た の で す が 、 い ろ 
いろ と 問題 が ある の で バッ テン に な っ て ます 。 胸 の 
デザ イン が 決ま る まで に は 、 い ろ い ろ な バリ エー 
ショ ン が あり まし た 。 ラ イ バ ル と いえ ば グラ サン な 
イメ ー ジ な の で 、 赤 い サ ング ラス を か け て いた 時 期 


荒木 宗 弘 kg 


も あり まし た 。 
イン ティ ・ ク リエ イツ の チー フ デ ザイ ナ 。「 章 き 雷 直 
ガン ヴォ ルト j シ リー ズ の キャ ラク ター デザ イン を 担当 。 | 
の 開発 当初 は GV が 敵 だ っ た !? | 
| 
戒 いて 「 瓜 」 の お 話 に た いと 思い ます 。「 爪 ーー po っ ] 


は 最初 か ら ダ ブル 主人 公 も の と し て 作ら れ て いた の 
で し ょ うか 。 


津田 : いえ 、 企 画 書 を 書い た 段階 で は トリ ブル 主人 
公 で し た 。 そ も そ も GV は 仮面 を 被っ た 疫 で 、 ア キュ 
ラ 以 外 に も 主人 公 を 作る 予定 だ っ た ん で す よ 。 確か 、 
その と き は シャ オウ ー も 主人 公 に する 予定 だ っ た は 
ず で す 。 


荒木 : 発表 時 に 仮面 を 被っ た GV の イラ スト (P.142 
参照 ) を 出し た の で す が 、 あ れ は フェ イク で は な く 
て 、 本 当 に 最初 は 敵 と し て 和 登 場 する 予定 だ っ た ん で 
す 。 と 、 発 表し た 直後 に 立 通 に し よう と いう こと 
に な り 、 そ の 設定 は な くり まし た 。 


田井 : 前 作 で あの よう な 終わ り 方 を し た の で 、 も う 
GV は ヒー ロー を 続け られ な い だ ろ うと 思っ て いた 
ん で す よ 。 戴 に する し か な いと 思っ て いた の で 、 そ 
の つも り で シナ リオ を 進め て いた ら 、 津 田 か ら 「 や っ 
ば り 主 人 公 に し ます ] と 言わ れ て 、 ど う や っ て 話 を 
作る べき か ずっ と 悩ん で いま し た 。 オ ウ カ の よう な 
キャ ラク ター が いな いと GV は 戦え な いと いう こと 
に な り 、 彼 女 を 用 意 し た も の の 、 ど ん な キャ ラク 
する の か か な り 悩 み 、 ヘ ルプ で 入っ て も ら っ 
壁 に オウ カ の セリ フ を だ いぶ 考え て も ら っ て い 


津田 : アキ ュ ラ の プレ イヤ ー 設 計 も か な り 当 初 か ら 
変わ り ま し た ね 。 今 の よう な 感じ で は な く 、 も っ と 
普通 に ロックマン | っ ぽい 感じ で 作ろ うか 、 み た い 
な 話 を し て いま し た 。 


田井 :『 ガ ン ヴォ ルト 』 シ リー ズ は 、 企 画 の 当初 か ら 
ロッ クマ ン 」 で は な い 2D ア クシ ョ ン を 作ろ うと し て 
いた の で す が 、 や は り フ ァ ン は 「 ロ ッ ク マ ン 的 な も 
の を 求め る 人 が 多かっ た ん で す よ 。 


奄 津 : な の で アキ ュ ラ は 『 ロ ッ ク マ ン 』 に する と 言わ れ 
た の で す が 、 フ タ を 開け て みた ら 「 ロ ッ ク マ ン ] 的 で あ 
りな が ら 、 ま っ た く 「 ロ ロックマン] で は な いも の に な っ 
て いた の で 、 結 果 的 に よかっ た と 思っ て いま す 。 


田井 : 前 作 の アキ ュ ラ は 、GV が 飛ん で いる と 何 も 
で き な い ん で す よ 。 人 間 だ か ら 空 を 居 ん で いる 敵 に 
は 無防備 で 勝て な い 。 そ れ な ら 、 次 回 作 に 出 て くる 
アキ ュ ラ は GV に 対抗 する た め に 空 を 飛べ る よう に 
し て くる だ ろう と 考え て 、 最 初 か ら 空 を 飛ば せ た い 
と いう 話 は し て いま し た 。 あ と 、 僕 は 和 月 伸宏 先生 
の [GUN BLAZE WEST( 作 和 月 伸宏 ) と いう 漫画 
が 好き で 、 そ こ に 出 て くる 甲南 男 咽 ( ア ー マ ー バ パロ 
ン ) と いう キャ ラク ター が 自分 を 弾丸 に し て 撃ち 出 
す 姿 が 印象 的 だ っ た ん で す よ 。 ア キュ ラ の ブリ ッ ツ 
ダッ シュ に は 、 そ の イメ ー ジ を 盛り 込ん で いま す 


津田 : ブリ ッ ツ ダッ シュ で 相手 を ロッ クオ ン し て か 
ら 誘 導 シ ョ ッ ト で 攻撃 と いう アイ デア が 決ま っ て 


その 仕様 を ゲー ム に 実装 する プロ グラ マー の 人 に 
「 コ ブラ の サイ コガ ン っ て 記 流 で コン トロ ー ル で き 
て 撃つ と ショ ッ ト が 曲がる ん だ けど 、 そ ん な 感じ に 
な ら な い ?」 と いう 話 を し て みた ら 、 す ご く カ ッ コ 
いい 感じ に 作っ て くれ まし た 。 


田井 : 津田 は 「 ガ ン ヴ ォ ル ト 」 シリ ー ズ を 簡単 に し た 
いと いう 話 を し て いた の で す が 、 ア クシ ョ ン が 若手 
な 人 に は ダー ト で ロッ クオ ン し て 雷撃 を 当て る と い 
う プ ロ セ ス は 複 維 で は な いか と 思っ て いた ん で す 
よ 。 ダ ッシュ と ロッ クオ ン を 一 本 化す れ ば 、 ワ ンプ 
ロ セ ス 和 省け て より 簡単 に な る の で は な いか と いう 狐 
いも あり まし た 。 そ の 話 を スタ ッ フ に し た ら 、「[ ダ ッ 
シュ で 南 に ぶつ か る の が 怖く て 遂 に 難し いで す 」 と 
言わ れ ち ゃ いま し た が ( 笑 )。 


重 山 : 最 初 は 持 で 殴る 案 も あり まし た が 、 鐘 の スト ッ 
ク で マー キン グ し た いと いう 話 に な り 、 い つの 間 に 
か 盾 が 消え て いま し た 。 


田井 : あと 、 盾 を 持っ て いる と ガー ド の 要素 が 入っ 
て 複雑 に な る の で や め よ うと いう ゲー ム 的 な 理由 も 
あっ た と 思い ます 。 早い 段階 で 盾 が な く な っ た の で 、 
急い で つじ つま を 合わ せる た め に 「 盾 は アシ モ フ に 
壊さ れ た ] と いう 設定 を 作っ た 記憶 が あり ます ね 。 


會津 : ゲー ム 中 の ドッ ト を 見 る と 、 ダ ッシュ し て ぶ 
つか っ た と き に ちゃ ん と マー キン グ す る 動作 が ある 
ん で す よ ね 。 そ こ が 細 か いな と 感心 し まし た 。 


津田 : あれ は 、 ス ー パ ー や コン ビニ で 半 類 の 値札 を 
貼る よう な イメ ー ジ で す 。 マ ー キ ング の シー ル も 
作っ て 売り た いと いう 話 も し て いま し た ね 。 誰 か に 
貼り 付け た ら 楽し い の で は な いか と (人)。 


田井 : 子ども 向け な の で 、 そ うい っ た ガジェット 感 
や 楽し そう な と ころ は 極力 取り 入れ よう と いう 話 も 
し て いま し た ね 。 


アイ デア 過多 で 迷走 し た ロロ の デザ イン 


爪 ] で は アキ ュ ラ の パー トナ ー と し て ロロ が か 琶 
場 し まし た が 、 彼 女 に つい て 教え て くだ さい 。 


田井 : これ も 津田 の 案 で す 。 前 作 で は ステ ー ジ を セ 
レク ト す る 意味 が 薄かっ た の で 、 攻 略す る 順番 で 敵 
の 動き を コピ ー し て いる アキ ュ ラ の 武器 が 変わ る 設 
定 に し て いた の で す が 、 そ れ を 引き 継い で 主人 公 に 
し た と き 、 酸 の 武器 を 銃 か ら 撃 つと 「 ロ ッ ク マ ン 』 そ 
の も の に な っ て し まう ん で す よ 。 そ こ で 、 津 田 が 
「 ビ ッ ト に し よう 」 と いう 話 を か な り 早 い 段 階 で 言っ 
て いま し た 


澤田 : ビッ ト に 聞 し て は 、 ブ リッ ツ ダ ッシュ を し た 
と き に 幸 跡 を 残し た いと いう 理由 も あり ます 。 ビ ッ 
ト が 光 の 線 の よう に な っ て 軌跡 を 描い た ら カ ッ コ い 
いで すし 、 武 問 と し て も 使え て 都合 が いい 。 そ ん な 
神 の 啓 示 が 降り て き て 決ま り ま し た 。 


田井 : ビッ ト を コン トロ ー ル する マス コッ ト が いれ 
ば 、 シ アン と の 対比 に も な り ま すし 、 前 作 か ら の ビ 
ジュ アル 的 パワ ー ア ッ プ と し て 主人 公 の 後ろ か ら 謡 
本 が つい て くる と いう 話 も 出 て きた の で 、 そ こ で で 
き あ が っ た キャ ラク ター が 口 ロ だ っ た と 思い ます 。 


荒木 : 企画 書 の 段階 で は 、 斉 精 が 3 人 いた 時 期 も あ 
り ま し た 。 物量 の 問題 で 辞め た の で す が 、 ア キュ ラ 
の 後ろ に 3 人 組 の アイ ドル ユニ ッ ト が グル グル 回 っ 
て いる と いう 実 も ・ 


津田 : 武器 を 変え る ご と に 、 髪 型 も し ゃ べり 方 も 全 
然 遣う 口 ロ を 出す 予定 で し た 。GV が ヒロ イン 1 人 な 
の に 対し て 、 ア キュ ラ は た くさ ん いる ほう が 対比 に 
な っ て 面白 いか な と 。 


田井 : 『 ガ ン ヴ ォ ルト 』 の シナ リオ は ラノ ベ と 言っ た 
わり に は 女 っ 気 が な さす ぎる と いう 話 も し て まし た 
ね 。 だから 『 爪 ] で は アキ ュ ラ 箇 営 を 性 だ ら け の 
ハー レム 状態 (?) に し よう と 。 実 は 妹 と メイ ド の 設 
定 自体 は 優 の 中 で は 前 作 か ら あ っ た ん で すけ ど 。 


荒木 : 3 人 を 合成 し て 1 人 の アイ ドル に な る キマ イラ 
や 、 ド ッ ト を 打ち や すい よう に 同じ 服 を 汗 て いて 背 
違う ユニ ッ ト な ど 、 い ろ い ろ な 実 を 考え て は い 
の で す が 、 ビ ッ ト に も デザ イン が 必要 と いう こと 
に な り 、 サ イ バ パー ディー ヴァ の 形態 で は な く 先 に マ 
スコ ッ ト 的 な ビッ ト の デザ イン を 作り 始め て いま す 。 


口 ロ の ピッ ト 状 態 で すね 。 


荒木 : ボー ル が 変形 する も の か ら 段階 的 に パワ ー 
アッ プ す る も の 、 武 器 に よっ て 玉 が 違う 動物 に な る 
パタ ー ン な ど 、 い ろ い ろ 考 えて いま し た 。 デ ザイ ン 
的 に も 作業 的 に も 、 現 実 を 見 た と き に 難し いと いう 
こと に な り 、 も っ と マス コッ ト 的 な も の に し よう と 。 
押 山 さん が アキ ュ ラ の ビッ ト 射 出 案 と し て 描い て い 
た ビッ ト デ ザ イン の 方 向 が よさ そう だ っ た の で 、 そ 
れ を も と に し て いま す 。 


秋山 : そう だ っ た ん で すか ? ロロ の ビット 状態 は 
ずっ と 葉 森 さん の デザ イン だ と 思っ て いま し た よ 。 


荒木 : 最終 的 な デザ イン は 僕 を ん で す が 、 着 想 自体 
は 畠山 さん の 案 な ん で す 。 出 て きた デザ イン 実 を 世 
界 携 に 合う よう に 調整 する の が 自分 の 仕事 だ と 思っ 
て 、 生 物 的 な 可愛 さ で は な く 、 見 た 目 は 無機 質 な ロ 


ボッ ト だ けど 感情 が 入る こと で 可愛 さ が 感じ られ る 
方 向 に デザ イン し 直し まし た 


ロロ の サイ バー ディ ー ヴ ァ 形 怠 は 、 当 初 の 3 人 
組 ヒ ロイ ン か ら ど の よう な 形 で 1 人 の ヒロ イン に 収 
東 し て いっ た の で し ょ うか ,。 


畠山 : サイ バー ディ ー ヴ ァ の デザ イン に 関し て は 、 
いろ いろ と 話 が 進ん で キャ ラク ター が 1 人 に な っ た 
段 除 か ら か か わっ て いま す . 


荒木 : じつは 、 口 ロ が 小 ビ ッ ト を 制御 する と いう ア 
イデ ア は 開発 の 後半 に 出 て きた も の な ん で す よ 。 最 
初 は 、 ビ ピッ ト が それ ぞ れ ロロ の よう な 女の子 に な る 
と いう アイ デア だ で す が 、 そ れ で は 制作 が 大 
変 だ ろう と 、 乱 末 変 えた 記憶 が あり ます 」 


田井 : サイ バー ディ ー ヴ ァ の 形態 は 、 本 当 に デザ イ 
ン が 難航 し て いま し た 。 自分 の 中 で は 、 革 か ら 続 い 
て いる 日 本 の 退 尊 師 の 未 穴 が アキ ュ ラ と いう 
が あっ た の で 、 巫 女 っ ぽい キャ ラク ター は ど 
か と いう 提案 も し て いま す 。 


荒木 : 最 初 は アイ ドル と いう 指定 し か な く て 、 アキ ュ 
ラ が 可 職 者 な ら 付き 人 は シス ター に する べき だ と 
か 、 復 活 で 治す か ら ナ ー ス に し よう と か 、 い ろ い ろ 
な 寄 が 出 て いま し た 


田井 : アキ ュ ラ が 倒れ た と き に 、 ぶ ぷっ と い 注 射 を 突 
き 刺 し た ら 面 白い だ ろう と いう 話 も し て いま し た 
GV は 大 形 で よみ が える けど 、 ア キュ ラ は 科学 の カ 
で よみ が える の が 面白 いと 思っ て いた の で す が 、 ド 
ラッ グ っ ぽい 描写 に な っ て し まう の で レー ティ ング 
が ( 笑 ) 


荒木 : ずっ と 迷走 し て いま し た ね 。 決め 手 が な く て 
悩ん で いる 中 で 、 畠 山 さ ん か ら 「 氏 と 同じ く 復 活 の 
イメ ー ジ が ある フェ ニッ クス は どう か ?」 と いう 案 
が 出 て 、 そ こ 巫 女 と いう 田井 の 案 を 取り 入れ て 下 女 
フェ ニッ クス の 形 に な り ま し た 


介 津 : で も 、 作 業 の タイ ム ス タ ン プ を 追っ て みて も 
わか り ま す が 、 最 終 系 に 近い 口 ロ が か な り 初 期 の 段 
階 で 描か れ て いる ん で す よ 


香山 : 確か に フェ ニッ クス の イメ ー ジ で 初期 に 描い 
た も の が 、 今 の 最終 系 に 近い で すね 。 


荒木 : アイ ドル の 方 向 性 が 捨て きれ な く て 初期 案 を 
保留 に し て いた ん で す よ 。 進め て で いく うち に ちょ っ 


ロロ の ビッ ト 状態 の 康 案 と な っ た 偶 山 さん の デザ イン 案 。 口 の よ 
うに 見 える 部 分 も あり 、 生物 的 な 可 息 さ が 感 じ ら れる , 
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と 違う な と 感じ て 、 最 終 的 に SF スー ツ の 方 向 性 で 
行こ うと 初期 案 の 方 向 性 に 戻し まし た 。 イ ラス ト 
の 端っこ に も 「 ア イド ル っ ぽ す ぎ る の も 少し 考え も 
の で すね 、 ご めん な さい ] と 書い て あり ます ね ( 笑 ) 
(P.150 参 照 ) 


意 津 : 打ち 合わ せ の と き に 資料 を 持ち 寄る の で タイ 
ム ス タ ン プ が 書か れ て いる の で す が 、 掲 載 され て い 
る 資料 に 残っ た タイ ム ス タ ン プ 順に 読ん で みる と 面 
自 い で す よ 。 口 ロ の ボディ は 便 山 さん の 実 で 、 そ こ 
に 洞 を くっ つけ た 荒木 の 案 が 最終 的 な 形 に な 
ます ね 


荒木: 音楽 の 要素 を 入れ た か っ た の で 、 鍵 杏 を イメ ー 
ジレ し た 羽 を 足し て 完成 に し まし た 。 本 当 に 、 ロ ロ の 
サイ バー ディ ー ヴ ァ は 難産 で し た 


津田 : 如 産 と いえ ば 、 ジ プリ ー ル も そう で す よ 。 彼 
女 に 関し て は 、 も う 終 わら な いん じゃ な いか と 思っ 

ミー ティ ング ルー ム か ら 何 度 も 帰り た いと 思い ま 
し た ( 笑 )。 


荒木 : 彼女 は 、 か ぶり 物 の 解釈 遺 いで 揉め まし た 
ね ( 笑 )。 僕 は 可愛 い イ メー ジ の キャ ラク ター が トゲ 
トゲ した ポス に 変わ る 感じ に し た か っ た の で 、 銚 角 
な 分 分 が な い ポ ンチ ョ みた いな デザ イン に し た か っ 
た ん で す 。 と ころ が 畠山 さん に は 畠山 さん の 思い が 
あっ て 、 島 っ ぽい や つ に な っ て 返っ て くる ん で す 
その と き 「 こ の ボス は 鳥 っ ぼく し た く な い ] と 説明 す 
る こと が 何 度 か あっ て 、 落 ち 着 く の に 時 間 が か か り 
まし た 。 も う 1 つ 顕著 に 畠山 さん と 僕 と で 解釈 が 合 
わな か っ た と ころ が あり まし て ……。 ジ ブリ ー ル は 
アー マー の マン ト が 外れ て ウル フ モ ー ド に な る の で 
す が 、 自 分 は 意匠 さえ 残っ て いれ ば 細部 の 接合 は 適 
当 で いい と 思っ て いた ん で す よ 。 そう いう 意味 で 
「 ゲ ッ タ ー ロ ボ 方 式 で いい で す 」 と いう 話 を 伝え て い 
た ん で す 


箇 山 : ボン チョ が アー マー に な る 琴 合 性 を どう 保つ 
か 、 そ こ で 知 労 し て いま し た 。 最 終 的 に 「 グ レン ラ 
ガン の よう な 変形 に し て み ま し た ! ] と 荒木 さん に 
伝え た ら 、「 最 初 か ら ゲ ッ タ ー ロ ボ み た い に し て く 
だ さい と 言っ て いた じゃ な いで すか ! 」 と ( 笑 ) 


荒木 :「 ど こ に 何 が 付く の か わか れ ば 整合 性 は いら な 
い ] と いう 意味 で ゲッ ター ロボ だ と 言っ て いた の で 
す が 、 畠 山 さ ん に は 伝わっ て な か っ た よう で 、 そ の 
と き は ドッ と 疲れ まし た ね ( 笑 ) 


介 山 : ふた り と も フェ チ な 部 分 が 違う の で 、 ど う で 
も いい 部 分 で も 揉め て まし た ね 。 た と えば 、 ニ ケー 
は 背中 を 見 せ た ほ うがい いと か 、 パ バン ツ を 履か せ 
ほう が いい と か 、 そ うい っ た くだ ら な いと こ 


菅 津 卓也 


イン ティ ・ ク リエ イツ の 代表 取締 役 社長 。「 着 き 筆 
霊 ガン ヴォ ルト 」 シリ ー ズ の プロ デュ ー ス を 担当 。 


言い 合っ て いま し た 


津田 :「 ニ ケー に は スト ッ キ ング を 腹 か せ た ほ うがい 
い 」 と か 「 い や 、 よ く な い 」 と か ずっ と 言い 合っ て い 
て 、 正 直 ど っ ち で も いい よ と 思い な が ら 聞い て まし 
た ( 笑 ) 


荒木 : 開発 当初 ー は 東南 アジ ア 系 の 設定 だ 
た の で す が 、 エ デン に 褐色 の イメ ー ジ が な か っ た の 
で 早々 に 白人 に な り ま し た 。 デ ザイ ン が あがっ た あ 
と 、 声 優 さん を 選ぶ 段階 に な っ て サウ ンド 担当 か ら 
この キャ ラ の 人 種 を 教え て くれ と 言わ れ ま し て 。「 イ 
メー ジ 的 に は ロシア あたり ? [ロシア な ら 上 手 い 声 
佑 が いる 」『「 じ ゃ あ ロ シア に し まし ょ う 」 と 


剣 津 : ほか の ボス も すん な り 決 まっ て いた の で 、 や 
は り 一 番 揉 め た の は ジブ リー ル だ と 思い ます 。 な ぜ 
こん な に 資料 が ある の か と いう くら い 制 作 途 中 の 次 
料 が 残っ て いる ん で す よ 


エデン の ボス た ち は ば 童話 が モチ ー フ に な っ て い 
ます が 、 こ の アイ デア は どこ か ら 出 て きた の で すか 


荒木 : モ つ の 大 罪 と 同様 の 理由 か ら 、 僕 な り に 悩ん 
で 考え て 絞り だ し まし た 。 その後 、 チ ー ム で 相談 し 
て 決定 に 至っ て いま す 。 昔 本 当 は 恐ろし い グ リム 
童話 !( 著 桐生 揉 ) っ て 流行 っ た じゃ な いで すか 、 あ 
れ が 中 二 っ ぽい と 思っ た の で グリ ム 意 話 に し よう と 
思っ た の が きっ か け で すね グリ ム 童 話 で は 
数 が 足ら な い の と メジ ャ ー 人 性 に 乏しい も の が あっ た 
の で 、 も っ と 広く ^ 童 話 "と いう くく り に し て 、 ボ ポス 
に し や すそ うな も の を 決め て いま す 


津田 : グリ モワ ルド セブ ン と いう 名 称 は 、 敵 対す る 
組織 名 を G7 に し よう と 考え て いた と ころ か ら 後 付 
けし て いま す 


田井 : 最初 は GHQ と いう 責 組 織 和 名 に する アイ デア も 
あっ た の で す が 、 流 石 に GHQ は どう か と いう 話 に な 
り 、G7 に な り ま し た 。 そ こ か ら 重 話 モ チー フ と くっ 
つき 、 魔 法 書 で 変身 する か ら " グ リモ ワル ド セ ブ ン * 
と いう 形 に な っ て いま す 


谷津 : 開発 当初 に は 、 前 作 の 事件 で 守り の 薄く な っ 
た 日 本 が 主要 セカ 国 に 攻め られ る と いう 案 も あっ た 
気 が し ます 


田井 : 前 作 の と き に 、 津 田 か ら も ら っ た シナ リオ 原 
案 が そう いう 話 で し た 。 ラ スポ ボス を 倒し た ら 日 本 を 
補っ て いた バリ ア が 解除 され て ミサ イル が 撃ち 込ま 
れ て 終わ り …… と いう の が 津田 の 原 実 だ っ た の で す 
が 、 流 石 に すっ きり し な い の で や め ま し ょ うと 。 そ 
の 代わ り に 『 爪 | の ボス は 、 そ の 原案 か ら 名 前 を 引っ 


張っ て き て いる の で 、 ボ ポス の 名 前 の 元 ネタ が ミサ イ 
ル に な っ て いま す 。 


娠 田 : 原案 で も 全 減 エン ド の つも り は な か っ た ん で 
す よ 、 最 後に GV が ミサ イル を 止め に 行っ て カッ コ 
よく 終わ ら せ る つも り で し た 。 


田井 : で も 、 ア シモ フ が 裏切っ て いて 最後 に ニヤ リ 
と 笑っ て 終わ る っ て 話 で し た よね ? それ は や め ま 
し ょ う 、 ア シモ フ を 倒し て すっ きり 終わ ら せ ま し ょ 
うと いう 話 を し て 。 


澤田 : シナ リオ に し て も 単語 に し て も 、 何 か 政治 的 
な 意図 が ある と か そう いう わけ で は な く 、 単 純 に シ 
ナリ オ の ネタ と し て 考え て いた も の で すね 。 あ えて 
言え ば 、 遊 ん で くれ た 子ども が 、 あ と あと これ ら の 
単語 を 実際 の ニュ ー ス と か で ふと 見 か けた と き に 、 
「 そ の 言葉 ガン ヴォ ルト で 聞い た こと ある 」 と か 思い 
出し て も ら え た らい いな と か 、 そ れ ぐ らい の 意図 で 
考え て いま す 。 


パン テー ラ は 最強 の 出 オ チ !? 


一 一 草 作 か ら 引 きず っ て いる も の と し て は パン テー 
ラ が あり ます が 、 彼 女 が 少女 に な る 設定 な を ど は |1] 
か ら 考 えら れ て いた の で すか 。 


田井 : パン テー ラ は 、 前 作 で 作っ て いた けど お 蔵 入 
り に な っ て し まっ た ボス だ っ た の で 、 も う 1 回 出し 
た か っ た ん で す よ 。「 マ イ テ ィ ガ ン ヴ ォ ル ト 』 の チー 
ム に 絹 ん で 出し て も ら っ た の で す が 、 や っ ぱり 本 編 
で も 使い た か っ た で すし 、 フ ァ ン の 人 気 も あっ た 
よう な の で 。 今 回 の ラス ボス は ? と 考え た と き 
に 、[1』 で パン テー ラ が メチ ャ クチ ャ 強い と いう 設 
定 だ っ た こと を 思い 出し た の で あの よう な 形 に な り 
まし た 。 パ ラ は 前 作 だ と いき な り 出 て き て い 
き な り 死 ぬ ボ ス だ っ た の で 、 そ れ な ら 逆 に 作 中 最も 
印象 に 残る キャ ラ に し な けれ ば ギャ グ に も な ら な い 
と 設定 を 盛っ て いっ た ら 、 な ぜ か 『 爪 ] で ラス ボス に 
な っ た 形 で す ( 笑 )。 少 女 に し た の は 単純 に イン パク 
ト 狙い で すね 。 パン は ひと 言 で 言う と" 出 オ 
チ " な の で 、 前 作 を 超え る 出 オチ に する た め 少 女 に し 
まし た 。 


谷津 ソフ ト 発売 前 に 謎 の 少女 (パン テー ラ ) の 正体 
は 絶対 に パラ し て は いけ な い の で 、 本 当 に 広報 泣か 
せな キャ ラク ター で し た 。 出 オチ な の で 正体 パレ は 
盤 打 と 言わ れ た の で す が 、 オ ー プ ニン グ ス テ 
出 て くる の で 紹介 し な いわ け に は いか な いで すし 、 
すご く 難 し か っ た で す 。 次 は 、 そ うい う 出 オチ は や 
め て ほし いで すね ! 試遊 会 を ど で 出 オチ が ある か 
ら オ ー プ ニン グ ス テ ー ジ は 試 各 で きま せん と 言わ れ 
て も 国 り ます ( 笑 )。 


荒木 : 童話 の モチ ー フ が 決定 し た と き に 、 今 回 の バ 
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ン テ ー ラ は 少女 だ と いう 話 が 出 て き て 、 そ れ な ら 和 値 
(彼女 ? ) は 鏡 の 能力 使い で すし 、 モ チー フ は 「 鏡 の 
国 の アリ ス 』( 著 デル イス ・ キ ャ ロ ル ) に し まし ょ うと 。 
さら に カー ド を 投げ る 設定 も あっ て 、 ト ラン プ が ら 
み の ネ タ も 使え る 。「 不 思 許 の 国 ア リス 』( 著 デル イ 
ス ・ キ ャ ロ ル ) は エデン の 設定 と も 合う し 、 う まい 
具合 に ハマ っ て いっ た 奇跡 的 な キャ ラ で し た 。 


田井 : 前 作 の と き は ネタ キャ ラ と し て 考え て いた の 
で 、 じ つ は 唯一 設定 が 決ま っ て いな か っ た ん で す 。 
な の で 、 後 付け が し や すか っ た の も 大 きい で すね 。 
今 ま で に な い “ 愛 " が モチ ー フ の キャ ラ と は 何 か を 考 
えた と き に 、 ジ ェ ン ダー を 超え る と いう イメ ー ジ が 
で きま し た 。 前 作 で 男 と 女 の 壁 を 超え た の で 、 本 作 
で は 大 人 と 子ども の 壁 を 超え る 。 全 方 位 に 有 壁 の な い 、 
老若 男女 すべ て を 愛し て いる と いう イメ ー ジ で す 。 


津田 : 設定 に うま く ハ マ っ た キャ ラク ター と いえ ば 、 
ミチ ル も そう で すね 。 そ れ ま で 、 ど うい う 話 を 作れ 
ば まとまる の か わか ら な く て ……。 最 終 的 な 設定 と 
は 少し 違う の で す が 、 シ アン を ミチ ル の クロ ー ン 体 
に し て 、 ア キュ ラ の 妹 と いう 案 が 出 た と き に 、 こ れ 
な ら ハ マ る と 感じ まし た 。 ち な み に ミ チル と いう の 
は 童話 青い 鳥 !( 原 作 モー リス ・ メ ー テ ルリ ンク ) 
か ら の 名 付け で す 。 


田井 : 最初 は 、 前 作 の 直後 な の で GV は 廃人 に な っ 
て いる と 考え て いま し た 。 そこ に 津田 か ら 「 今 回 は 
こう いう オチ に し た い 」 と ミチ ル の 話 が 出 て き て 、 
それ な らき れい に 収まり そう だ な と 。GV が 戦う 理 
由 を 作ら な けれ ば いけ な いと き に 、 オ ウ カ や ミチ ル 
や パン テー ラ と いっ た 同時 期 に 話し て いた も の が ビ ピ 
タ っ と ハマ っ た 王 党 で す 。 


間 津 : そこ で 「 す ご くま と まっ た きれ いな ハッ ピー 
エン ド が で きま し た ! 」 と 津田 た ち に 言わ れ た の で 、 
大 々 的 に 「 今 回 は ハッ ピー エン ド で す ] と 宣伝 し て し 
まい まし た 。 騙さ れ た と 感じ た ファ ン の みな さん に 
は 、 本 当 に 申し 訳 な いと 思っ て いま す 。 


津田 : い や 、 あ れこ そ て 男の子 が 求め る バト ル ア ク ショ 
ン 作 品 に お ける 様式 美的 で あり 等 価 交換 的 な ハッ 
ビー エン ド の 形 で し ょ う ! 最強 の 主人 公 た ち が 英 
を 全 減 させ て 立 通 に 幸せ を 迎え て 終わ る と か オチ な 
いで す よ 。 田 井 も 荒木 も ハッ ピー エン ド だ と 言っ て 
くれ まし た し 。 た だ それ 以外 の スタ ッ フ か ら は 、 結 
構 な 非難 の 雨 で し た けど ( 笑 )。 


休 津 :「 ガ ン ヴ ォ ル ト 』 チ ー ム の メイ ン は 口 を そろ え 
て ハッ ピー エン ド だ と 言う の で す が 、 ほ か の チー ム 
は 口 を そろ えて 「 あ の チー ム に は か か わり た く な い 
な 」 と 言っ て まし た よ 。 


田井 : エン ディ ング を 見 た ほか の スタ ッ フ か ら 社 内 
メー ル で メチ ャ クチ ャ 超 ら れ た の で 、 逆 に イケ る 
と ! これ は 、 み ん な の 心 に 刺さ る 委 っ た 作品 に 


な っ た と 確信 し まし た 。 


荒木 : ほか の スタ ッ フ か ら も ミー ティ ング で 門 ら れ 
る ん で す よ 。「 こ の シナ リオ で 進め る な ら 、 僕 は 買 
いま せん 」 と まで 言わ れ た り ( 笑 )。 フ ァ ン の 間 で も 
区 知 は ある よう な の で す が 、 自 分 は アレ も ハッ ピー 
エン ド の 1 つの 形 な の で は 、 と 思っ て いま す 。 


田井 : 「 ガ ン ヴ ォ ル ト ] っ て も と も と 笑っ た ゲー ム で 
すし 、 自 分 は あの オチ し か な いと 思っ て いて 気 に 
入っ て いま す が 、 社 内 か ら は 本 当 に 却 ら れ ま し た ね 。 


ちな み に 、 ア キュ ラ 編 と GV 覆 で は シナ リオ 展 
開 の 細部 や エン ディ ング が 睦 な を り ま す が 、 結 局 ど ち 
らち の ルー ト が 正史 な の で し ょ うか 。 


田井 : 基本 的 に は どちら で も 同じ こと が 起き て いて 、 
ミチ ル が 生き 返っ た こと で アキ ュ ラ は 出 て いっ て い 
ます し 、GV は ミチ ル と 出会っ て も 知ら な いふ り を 
し て いる で し ょ う 。 細か い ニ ュ ア ンス は 培い ます が 、 
最終 的 な 結末 は どちら で も 起き て いる 流れ で す 。 


礁 津 : ルー ト に よっ て 、 ど ちら が 勝っ た か と いう 結 
果 だ けが 人 遺 っ て いる 感じ で す 。 ア キュ ラ の 中 で は ア 
キュ ラ が 勝っ て いま すし 、GV の 中 で は GV が 勝っ た 
こと に な っ て いま す 。 


田井 : ミチ ル も い の 渦中 に いる と 幸せ に は な れ ま 
せん 。 だ か ら 、GV と アキ ュ ラ が 彼女 の そば に いる 
と 彼女 は 不 奉 に な っ て し まう 。 そ れ を 防ぐ た め に 、 
し っ か り と し た 後ろ 盾 に 預け て ふた り と も 去っ て い 
く の で 、 ミ チル に と っ て は ハッ ピー エン ド な ん で す 。 


介 津 : そう いう と ころ が 、 こ の チー ム は 始末 に 負え 
な いん で す よ ( 笑 )。 


津田 : 私 の 好き な 昭和 の 漫画 に そう いっ た オチ の 作 
品 が 多かっ た の で 、 そ こ に 引っ ぱら れ て いる 部 分 は 
あり ます 。 た だ 、 エ ン デ ィング に 関し て は 田井 と 意 
見 が 合わ な い 部 分 も あり まし た 。 初 期 案 で は GV は 
ミチ ル と 話さ な いま ま 終 わる と いう 流れ だ っ た ん で 
す よ 。 


田井 : すれ 違っ て 終わ り に し た か っ た の で す が 、 津 
田 は 話 を させ た いと 。 で も 、 ふ た り が 出会っ て し ま 
うと 後味 が 悪く な だ っ て バッ ド エ ン ド に な る と いう 危 
恨 が あっ て 、 悩 み ま し た 。 悩ん で いた と ころ に 、 最 
後に 「 私 は 幸せ だ よ 」 と ミチ ル に 言わ せ ち ゃ えば ハッ 
ビー エン ド だ と いう アド バイ ス を 隣 の 席 の ゲー ム が 
メチ ャ 上 手 な 企画 マン か らい た だ いて 、 そ れ な ら 津 
田 の 案 に も 納得 で きる と 直し た と ころ …… さ ら に ほ 
か の 社員 か ら 起 られ まし た ね (苦笑 )。 


介 津 :「 ガ ン ヴォ ルト ] チ ー ム は 社内 イン ディ ー 作 品 
な の で 、 周 り の 意見 を あま り 取 り 入れ な いよ うに し 
て いま すか ら 、 珍 し い 例 で すね 。 


「 ガ ン ヴ ォ ル ト 」 シリ ー ズ の サウ ンド を 手がけ る 山田 一 法 氏 よ り 寄稿 いた だ いた 、 本 
書 特 典 音楽 CD の 収録 に 際 し て の コメ ント を ここ に 掲載 。 


本 CD 企画 の 話 が 立ち 上 が っ た と き 、 結局 の と ころ ベス ト 台 が 一 番 よ い の で は な 
いか 、 と いう サウ ンド 全体 の 見 解 が あり つつ も 、 この 機会 に モル フォ の 歌 を も う 一 度 
見 直し て 新生 させ て みる と いう コン セプト (= ニ リ コ レク ショ ン : 回 起 で あり 、 リ ・ コ レク ショ 
ン : 再び 集め る ) で 作っ て みる こと に し まし た 。 選 曲 は モル フォ の 歴史 の 節目 に 当 た 


る 曲 を 選び 、 アレ ンジ は 一 枚 通 し て 聴く と いう こと を 踏ま え 、 アレ ンジ ャ ーYamajet 
の 提唱 する Cyber Disco( デ ィ ス コー ソウ ルフ ル な ハウ スミ ュー ジッ ク を 早 回 し に し 
た うえ で トラ ンス 寄り の 音 も 混ぜ る スタ イル ) で 全曲 続 一 、、 まとめ あげ て いま す 。 
新た に 生ま れ 変 わっ た モル フォ ソン グ の 世界 へ トリ ッ プ し て くだ さい 。 


田井 : 制作 チー ム 外 か ら の 意見 と いえ ば 、 真 の ラス 
ボス 戦は 會津 の 「 モ ルフ ォ と 口 ロ の デュ エッ ト 曲 が 
流れ る シー ン が ほし い ] と 言わ れ て 入れ た も の で す 
よ 。 だ っ て 、 普 通 に 考え た ら モ ルフ ォ と ロロ は どう 
考え て も デュ エッ ト し な いじ ゃ な いで すか 


介 津 : それ は 、 単 純 に モル フォ と ロロ の ドッ キン グ 
ライ ブ を や り た か っ た ん で す よ 。 デ ュ エ ッ ト ソ ング 
が あれ ば や ら ざ る を 得 な い だ ろ うと で デュ 
エッ ト ソ ング を 1 曲 作 っ て くれ と 加 み まし た 。1 曲 あ 
れ ば 、 必 ず ド ッ キ ング ライ ブ を や る こと に な る だ ろ 
うと 予想 し て いた ら 「 一 緒 に 歌う の は ラス ボス 戦 し 
か あり ませ ん ] と 言わ れ て 、 ち ょ っ と 待っ て と ( 笑 ) 


田井 : ドッ キン グラ イブ を や れ と 言わ れ た の で 、 そ 
うか 敵 の た め に 歌う ん だ な と ! 


意 津 : 私 の 思 悪 と は 全然 別 の 方 向 性 に 行く ん で す よ 
ね 。 私 は た だ 、 品 ロ と モル フォ の デュ エッ トラ イブ 
が や り た か っ た だ け な の に 、 ラ ス ボ ス 江 に 入っ て あ 
あい う 演出 に な っ て し まう 


田井 : 絶対 に デュ エッ ト し な い キ ャ ラ が 作 中 で デュ 
エッ ト す る と し た ら あ あい う 形 し か な いか な ど 
會津 の 思惑 と は まっ た く 違 いま す が 、 あ る 種 、 プ ロ 
モー ショ ン あ りき で 生ま れ た ラス ボス 洪 で すね 


傘 津 : PV を 作っ て いた と き は 、 ま さか ラス ボス 戦 で 
流れ る 曲 に な る と は まっ た く 思 っ て な か っ た で す よ 


ガン ヴォ ルト | シリ ー ズ の 今後 の 展開 


最新 作 「 イ クス (白き 銅 鉄 の X THE OUT OF 
GUNVOLT) | が 発表 され まし た が 、 現 時 点 で お 話 で 
きる こと を 聞か せ て いた だ け ま すか . 


田井 : お 話し た いこ と は ある の で す が 、 現 時 点 で は 
あま り 明か せる こと が な いん で す よ 。「 ど うい う も 
の に し よう か ] と いう の は 決ま っ て いま すし 、 動 い 
て いる の は 確か で す 


何 津 : 本 編 と は 別 で 、 あ くま で も スピ ン オ ブフ 作品 と 
いう 位置 付け で す 。『 イ クス | シリーズ と し て 今後 も 
進化 し て いく と 思い ます が 、「 ガ ン ヴ ォ ル ト 】 シリ ー 
ズ と は 店 う 新しい シリ ー ズ と し て 話 を 展開 し て いく 
予定 で す 。 で すか ら 、 あ くま で も [ガン ヴォ ルト 』 の 
続編 で は な く ス ピン オフ で すね 、 


津田 :「 爪 ] を 作っ た と き は 頑張 りす ぎ て し まっ て 
うち の スタ ッ フ が 死に そう だ っ た ん で す よ 。 ブ レイ 
ヤー キャ ラ を 増やし た だ け で は な く て 、 敵 の 動き も 
アキ ュ ラ と GV で 店 う も の が あり ます し 、 い っ その 
こと 2 本 に 分 け て 売っ て も よ か らい の 作業 量 
で 作っ て し まい まし た 。 内 容 的 に は 満足 し て いる の 
で す が デ ィ レ クシ ョ ン と し て は や りす ぎ た 感 が あっ 
て 、 次 に 新しい も の を 作る と し た ら ど うす れ ば いい 
の だ ろう と ずっ と 悩ん で いる 最 中 で す 


礁 津 : そう いう 意味 で は 、 ア キュ ラ が 「 イ クス 』 の 主 
人 公 と し て 独り 立ち し た の で 、 主 人 公 を 1 人 に 戻し 
て も いい の で は な いか と いう 話 は し て いま す . 


津田 : むし ろ 、 逆 に 考え て 主人 公 を 5 人 くら い に 増 
や そう か な と も 思っ て いま す よ ( 笑 ) 


何 津 : それ 、 言 質 と っ ちゃ いま す よ !? 本 当 に いい 


1 開発 スタ ッ フ イン タビ ュー 


ん で すか ( 笑 ) 


田井 : そこ が 悩み な ん で す よね 。「 ガ ン ヴ ォ ル ト 3 
を 作ろ うと する と 前 作 の ハー ドル を 超え な いと いけ 
な い の で 」 イク ス 」 は ガン ヴォ ルト シリ ー ズ と 
は 狙っ て いる と ころ が 培う の で 、 ハ ー ド ル の 横 を 乗 
通り し よう と 考え て いま す ( 笑 ) 


何 津 :「 ガ ン ヴ ォ ルト 3』 は ハー ドル が 高い と 言っ て 
いま す が 、 彼 ら は 作っ て いる と 自分 た ち で ハー ドル 
を 上 げ て いく の で 心配 は し て いま せん 。 そう 言わ な 
いと 次 回 作 に 着手 し な い の で 言っ ちゃ いま す が 、 方 
ン ヴ ォ ル ト 』 シ リー ズ も ちゃ ん と 続け て いく の で 期 
待 し て くだ さい 、 


津田 : そ 、 そ う で すね な ( 笑 ) 


量 後に 、 フ ァ ン に 向け て ひと 言 メ ッ セー ジ を お 
願い し ます 


田井 :「 イ クス ]」 は 僕 が ディ レク ター を し て いる の で 
す が 、 キ ャ ッ チ コピ ー の よう に [2D ア クシ ョ ン の X 
極限 - を 見 せ て で やる] と いう つも り で 作っ て いま す 
ぜひ 、 楽 し み に し て くだ さい 、 


津田 まさ か 、 こ の よう な 本 が 出る 作品 に な る と は 
思っ て い を か っ た の で 、 本 当 に ファ ン の 皆さん へ の 
感謝 の 気持 ち で いっ ぱい で す 。「 ガ ン ヴ ォ ル ト 3 引 も 


すぐ に 出せ た らい いな と 思っ て は いま す が 、 今 は 神 
が 降り て 来る の を 待っ て いる 感じ で すね 。 シ リー ズ 
を 重ね た こと で プレ イヤ ー を どう 敬 か せる か 悩ん で 
いる と ころ は ある の で す が 、 長 い 目 で 見 守っ て いた 
だ けた ら と 思い ます 」 


畠山 : 今回 、 自 分 の 絵 が これ だ け 収 録 さ れ た 本 が 出 
版 さ れる の は 初め て の こと な の で 、 素 直 に うれ し い 
で す 。 本 当 に 、 フ ァ ン の みな さん あり が と う ご ざ い 
ます 。 今 は 「 イ クス ] に 取り 掛か っ て いる の で 、 ぜ ひ 
こち ら に も ご 期待 くだ さい 


荒木 : 自分 も 、 こ の よう な 機会 を いた だ けた こと が 
素直 に うれ し いで す 。 ひ と え に フ ァ ン の 皆さん の お 
か げ で す の で 、 本 当 に 感謝 し て お り ま す 。 僕 と 畠山 
さん が バチ バチ ぶつ か り 合 いな が ら 作 っ て いっ た 様 
子 も 垣間見 られ ます の で 、 そ こも 含め て 楽し ん で い 
た だ けた ら と 思い ます 。 永久 保存 版 に な る と 思う の 
で 、 ぜ ひ 周 り の ファ ン の 方 々 に も すす め て いた だ け 
る と うれ し いで すね 


會津 : ビ ジュ アル & 設 定 資料 集 と 言い つつ 、 モル フォ 
の リミックス ソン グ が つい て いる 和 華 な 本 に な り ま 
し た 。 キ ャ ラク ター デザ イナ ー が 描い た 絵 が 1 つの 
本 に まとまっ て 載る の は な か な か 難し いこ と だ と 
思っ て いま すし 、 い ろ い ろ な 緑 や スタ ッ フ の 頑張 り 
が あっ て 出せ た 本 だ と も 思っ て いま す の で 、 ぜ ひ 大 
事 に 持っ て お いて いた だ ける と うれ し いで す . 


* [白き 負 鉄 の X (イク ス ) THE OUT OF GUNVOLT」 キー ビジ ュ ア ル 


ARMED BLUE : GUNVOLI OFFICIAL COMPLETE WORKS 


蒼き 雷 土 ガン ヴォ ルト 准 き 雷 土 ガン ヴォ ルト 爪 オフ ィ シ ャ ルコ ンプ リー トワ ー ク ス 


2018 年 6 月 22 日 初版 発行 


編集 電撃 ゲー ム 書 籍 編集 部 


STAFF 
*DIRECTOR 電撃 ゲー ム 書 籍 編集 部 (田中 雅 邦 ) 
* DESIGNER 電撃 ゲー ム 書 籍 編集 部 (葛西 佑 哉 ) 
Ash Graphics 
* WRITER 加藤 雅士 
* PHOTOGRAPHER 説 田 健二 
*COVER DESIGNER 電撃 ゲー ム 書 籍 編集 部 (葛西 佑 哉 ) 
*COORDINATOR&PRODUCER 電撃 Nintendo 編 集 部 (遠藤 雅 ) 
* SPECIAL THANKS 株 式 会 社 イ ン テ ィ ・ ク リエ イツ 
音 津 車 也 
荒本 宗 弘 
田井 利明 
津田 祥 寿 
畠山 義 崇 
Yamajet 
川上 領 
山田 一 法 (lppo Yamada) 
hakofactory 
櫻 川 めぐ 
株 式 会 社 S 
発行 者 青柳 昌行 
発行 株 式 会 社 KADOKAWA 
〒102-8177 東京 都 千 代田 区 富士 見 2-13-3 
0570-06-4008 (ナビ ダイ ヤル ) 
印刷 所 株 式 会 社 リ ー ブ ル テッ ク 
装丁 電撃 ゲー ム 書 籍 編集 部 ( 基 西 佑 哉 ) 


“INTI CHEATES CO.LTD. ALL RIGHTS RESERVED」 


Printed in Japan 
ISBN978-4-04-893860-0 CO076 


本 書 の 無断 視 製 (コピ ー、 スキ ャ ン 、 デジ タル 化 叶 ) 並び に 無断 視 制 物 の 請 小 お よび 配信 は 、 著 作 権 法 上 で の 例外 を 除き 銚 じ られ て いま す 
また 、 本書 を 代行 業者 な どの 第 三 者 に 依頼 し て 複製 する 行為 は た と え 信人 や 家庭 内 で の 利用 で あっ て も 一 切 認め られ て お り ま せん 。 
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[電話 ]0570-06-4008 土日 撤 日 を 除く 1 1 時 一 13 時 、14 時 一 17 時 
【WEBhtps://www kadokgwa cojp/(「 お 問い 合わ せ ] へ お 進み くだ さい ) 

症 叉 良品 に つき まし て は 上 記 庵 口 に て 承り ます 

氷 記 送 ・ 収 録 内 容 を 超え る ご 質問 に は お 答え で き な い 場 合 が あり ます 

演 サ ポー ト は 日 本 国内 に 限ら せ て いた だ さま す 


定価 は カバ ー に 表示 し て あり ます 
※ 本 書 の 内 容 に 関す る 電話 で の お 問い 合わ せ は 、 一 切 受け 付け て お り ま せん 。 また 、 攻略 法 な と に つい て は お 答え で きま せん 。 ご 了承 くだ さい 。 


付属 CD の 収録 物 に 関す る 著作 権 肥 びそ の 他 の 権利 は 、 当 旋 収 録 物 の 著作 権 者 及び その 他 の 槍 利 者 に 竹 属 し で いま す 。 この CD を 、 権利 者 
の 許可 な く 複 製 、 上演 公衆 送信 (有線 放送 、 無線 放送 、 自動 公 陣 送 信和 娠 を 含む) 貸与 圭 を 行う こと は . 有情 無償 に か か わら ず 、 著作 権 法 
上 の 合 外 を 際 き 、 芋 じ られ て いま す 


本 書 の 付属 CD は 、 図 書館 な ど に お ける 間 覧 貸出 、 複写 の 利用 を お 断り し て ちり ます 
付 司 CD を 取り 外し て くだ さい 


本 ディ スク は 専用 の プレ ー ヤ ー で 再生 し て くだ さい 、 


ディ スク は 両面 共 、 指紋 汚れ 、 キズ 等 を 付け な いよ うに 取り 扱っ い 。 デ ィ スク が 汚れ た と き は 、 メガ ネ ふ き の よ うな 柔らか い 布 で 内 周 か ら 
外周 に 向かっ て 放射 杖 に 軽く ふき 取っ て くだ さい 。 レ コー ド 用 クリ ー ナ ー や 溶剤 等 は 使用 し な いで くだ さい 。 デ ィ スク は 両面 と も 、 鉛筆 。 ポー ル ペ 
ン . 油性 ペン 等 で 文字 や 終 を 書い た り 、 シー ル 等 を 貼付 し な いで くだ さい 。 ひび 割れ や 変形 、 又は 接 基 剤 等 で 補修 し た ディ スク は 、 危 験 で すか ら 
絶対 に 使用 し な いで くだ さい 、 


直射 日 光 の 当たる 場所 や 、 高温 ・ 多 漫 の 場所 に は 保管 し ない で くだ さい 
て くだ さい 。 デ ィ ス ク の 上 に 重い も の を 置 


【CD の 初期 不良 に つい て 】 

CD の 初期 不良 が あっ た 場合 は 小 社 サ イト <hittps://wwwikadokawa cojp/> の 「 お 問い 合わ せ 」 や 「 ア スキ ー・ メ ディ アワ ー ク ス ブラ ンド 全般 
「 刊 行 物 雑誌 、 書籍 ) について] 三 「 光 ディ スク (CD-ROM、 DVD.ROM、 音楽 CD な ど ) の 動作 に つい て 」 を ご 確認 くだ さい 。 

率 電 話 で の お 問い 合わ せ は 受け 付け て お り ませ ん の で ご 了承 くだ さい 。 


能 な ど で 本誌 の 聞 覧 貸出 を 行う 場合 は 、 事 前 に 


ご 使用 後 ディ スク は ドラ イブ か ら 取 り 出 し 、 パッ ケー ジ に 入れ て 保管 し 
り 、 藩 と し た りす る と 、 ディ スク が 破損 し て 怪我 を する こと が あり ます の で ご 注意 くだ さい 
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4 コマ 漫画 & 小 説 


電撃 Nintendo (KADDOKAWA アス キー・ メ ディ アワ ー ク ス 刊 ) の 記事 中 企画 と し て 
連載 され た 4 コマ 漫画 と 小説 を 特別 再 録 ! 


CONTENTS 1 vm wpoo7 
送れ ガン ヴォ ルト 4 コマ 劇場 
作 : お ぎの し ん 


お ぎの し ん 先生 に よる 第 七 波動 能力 者 た ちの 日 常 を 描い た 笑 撃 の 4 コマ 。 
それ は 、 能力 者 た ちの 存在 理由 を 問う も う ひ と つの 戦い …… が の か も し れ な い 。 


CONTENTS 2 和 
蒼き 雷 寺 ガ ン ヴ ォ ル ト CUTOUT 


ゲー ム 本 編 で 語ら れ な か っ た サイ ドス トー リー。 
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